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‐‐ 歴
史
あ
る

こ
の
ま
ち
大
好
き
！

十二柱神社にて（大字出雲）
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私
た
ち
の
桜
井
市
は
、
飛
鳥
時
代
以
前
、
ヤ
マ
ト
王
権
の
誕
生
か
ら
古
代
国
家

成
立
の
時
代
に
、
そ
の
根
拠
地
と
な
っ
た
重
要
な
地
域
で
す
。

　
目
の
前
に
あ
る
貴
重
な
風
景
や
文
化
財
を
保
存
し
、将
来
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
、

私
た
ち
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
は
、
そ
の
価
値
を
理
解
す
る
こ
と
。
価
値
を
よ
り
高
め
、
継
承
し
て
い
く
こ

と
。
そ
し
て
価
値
を
活
か
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
桜
井
市
に
生
き
る
私
た
ち
が
、
そ
の
役
目
を
担
う
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　
改
め
て
、
古
い
に
し
えよ
り
国
の
※
ま
ほ
ろ
ば
と
し
て
讃
え
ら
れ
た
、
他
に
は
な
い
場
所
だ

と
認
識
す
る
た
め
に
。

※
ま
ほ
ろ
ば
＝
す
ば
ら
し
い
場
所

箸墓古墳全景

『
大
和
は
　
国
の
ま
は
ろ
ば
　
た
た
な
づ
く
　
青
垣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ご
も
れ
る
　
大
和
し
　
美
し
』
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日
本
人
の
ふ
る
さ
と
桜
井

を
残
す
た
め
に

　「
国
の
ふ
る
さ
と
」
の
地
と
し

て
語
り
継
が
れ
て
き
た
桜
井
市

は
、
ま
た
「
日
本
人
の
心
の
ふ
る

さ
と
」
の
地
と
し
て
時
代
を
経
て

多
く
の
文
化
財
が
今
に
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
貴
重
な

文
化
財
を
保
存
し
将
来
に
伝
え
て

い
く
た
め
に
は
、

・�

多
様
な
文
化
財
の
価
値
を
顕
在

化
し
、適
切
に
保
存・活
用
す
る
。

・�

貴
重
な
歴
史
文
化
遺
産
に
対
し

て
、
市
民
の
理
解
と
誇
り
を
引

き
出
し
、
将
来
へ
つ
な
げ
る
。

・�

地
域
や
関
連
す
る
文
化
財
ご
と

に
特
性
を
把
握
し
、
歴
史
文
化

を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
行

う
。

と
い
う
３
点
が
重
要
で
す
。　

歴
史
文
化
基
本
構
想
っ
て

何
？

　

こ
れ
ま
で
の
文
化
財
保
護
で

は
、
保
存
す
る
こ
と
に
重
点
が
置

か
れ
、
必
ず
し
も
地
域
に
大
切
に

さ
れ
活
か
さ
れ
る
も
の
に
は
な
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
歴
史
文
化
」
と
は
、
文
化
財

と
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
や
活

動
、
伝
承
な
ど
の
周
辺
要
素
を
一

体
的
に
捉
え
た
も
の
で
す
。
本
基

本
構
想
は
、
地
域
の
歴
史
文
化
を

知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
化
財
を

将
来
に
継
承
し
な
が
ら
広
く
活
用

し
、
さ
ら
に
地
域
づ
く
り
に
活
か

す
こ
と
を
目
的
に
し
た
も
の
で

す
。

　
ま
た
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
と
い
う

付
加
価
値
を
付
け
て
魅
力
を
発
信

し
、
観
光
や
産
業
振
興
と
連
動
し

て
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
再
確
認
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

大
や ま と

和し美
うる

わし　日本の国のふるさと桜井
桜井市歴史文化基本構想を策定しました

若い人にも、自分の住んでいる町の歴史文化
について興味を持ってほしい。

　ガイドの依頼は都会から来る人に多いですね。
その人たちから「桜井には貴重な文化財や資源が
ありすぎて活かしきれていない。もったいない」
と言われることもあります。住民の間では当たり
前のものになってしまっているんでしょうね。私
は大学から 63歳まで桜井を離れていたので、よ
くわかります。昔と比べて変わったものもありま
すが、古代から変わらずここにある貴重なものが
多いですね。
　ボランティアガイドの会員は約 50 名います
が、年々高齢化が問題になっています。若い人に
も、自分の町の歴史文化について興味を持ってほ
しいですし、この会に入ってほしいですね。
　遠方から桜井に来る人は、歴史好きが多く、あ
る程度知識を持っている印象があります。なの
で、本に書いてある情報だけではおもしろくな
い。ここに住んでいるからこそ話せること、ス
トーリーを織 り交ぜながら説明しま
す。するとそ こから興味を持って
もらえて質問 が飛んできます。自
分の住んでい る町のことを説明で
きるのは嬉し いですね。それ

が 誇 り に
もつなが
ります。

桜
井
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
会
会
長

池
田
幸
重
郎
さ
ん
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視点１　国のはじまりを語るまち

視点２　社寺の
文化と信

仰の息
づく
まち

桜
井
市
の
歴
史
文
化
の

特
徴

　
古
代
か
ら
の
歴
史
の
流
れ
の
中

で
、
特
徴
と
な
る
３
つ
の
視
点
と

６
テ
ー
マ
を
設
定
し
ま
し
た
。

視
点
１　
国
の
は
じ
ま
り
を

　
　
　
語
る
ま
ち

　
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か

け
て
の
桜
井
は
、
ヤ
マ
ト
王
権
の

根
拠
地
で
あ
り
、
我
が
国
の
は
じ

ま
り
の
歴
史
の
中
心
舞
台
で
し

た
。
記
紀
万
葉
に
綴
ら
れ
た
歴
史

の
多
く
の
出
来
事
も
、
桜
井
の
地

で
あ
っ
た
も
の
で
す
。

視
点
２　
社
寺
の
文
化
と

　
　
　
信
仰
の
息
づ
く
ま
ち

　
中
世
以
降
の
歴
史
は
、
社
寺
勢

力
の
影
響
を
強
く
受
け
な
が
ら
今

日
ま
で
紡
が
れ
て
き
ま
し
た
。
古

代
よ
り
あ
る
自
然
に
対
す
る
畏
敬

の
念
（
自
然
崇
拝
）
と
三
輪
山
信

仰
。
そ
れ
に
加
え
て
仏
教
伝
来
の

地
で
あ
る
桜
井
は
、
現
代
ま
で
変

わ
ら
ず
に
続
く
日
本
独
特
の
考
え

方
「
神
仏
習
合
」
の
原
点
と
も
言

え
ま
す
。

　
こ
れ
が
、
桜
井
は
「
日
本
人
の

信
仰
の
ふ
る
さ
と
」
で
あ
り
、「
日

本
人
の
心
の
ふ
る
さ
と
」
と
言
わ

れ
る
ゆ
え
ん
で
す
。

視
点
３　
時
代
の
変
遷
を
つ
な
ぐ

　
　
　
　
さ
く
ら
い
の
道

　
桜
井
は
、
古
く
か
ら
主
要
な
道

が
集
ま
る
交
通
の
要
衝
で
し
た
。

　
ヤ
マ
ト
王
権
が
成
長
し
、
国
の

中
心
地
で
あ
っ
た
飛
鳥
時
代
以
前

に
は
、
国
内
や
大
陸
か
ら
文
化
が

集
ま
り
、
海つ

ば

い

ち

柘
榴
市
が
発
展
し
ま

し
た
。

　
奈
良
時
代
に
は
飛
鳥
・
藤
原
京

や
平
城
京
、
大
坂
難
波
と
を
結
ぶ

幹
線
道
路
と
し
て
上
・
中
ツ
道
、

横
大
路
と
い
っ
た
官
道
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
や
が
て
桜
井
の
道

は
、
長
谷
詣
で
や
伊
勢
詣
で
の
た

め
の
道
と
し
て
発
達
し
ま
す
。

　
伊
勢
街
道
と
多
武
峯
街
道
が
交

わ
る
桜
井
の
札
の
辻
に
は
、
熊
野

か
ら
運
ば
れ
て
く
る
海
産
物
を
扱

う
魚
市
場
が
で
き
、
賑
わ
っ
た
と

言
い
ま
す
。
そ
の
後
、
吉
野
や
多

武
峰
な
ど
の
山
か
ら
木
材
が
集
ま

り
、「
木
材
の
ま
ち
」
と
し
て
発

展
を
遂
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
桜
井
に
つ
な
が
る

道
は
、
時
の
流
れ
と
と
も
に
移
り

変
わ
る
ま
ち
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
中

心
に
、
常
に
あ
り
ま
し
た
。

テーマ 関連文化財群の主な特徴

ヤマト王権の発祥と古代国家の成立 ヤマト王権に関連する古墳・集落遺跡

記紀万葉のふるさととはじまりの地の物語 記紀万葉、律令国家の成立、仏教の伝来と古代寺院

争乱の舞台と新しい時代の息吹 条里制から郷村制の成り立ち、社寺勢力勃興と中世の争乱

社寺と門前町の形成、人々の信仰と生活文化 社寺と門前町、人々の信仰と民俗文化、祭りや年中行事

近代化と地域産業の発達 三輪そうめん、近代化と木材産業

時代の変遷をつなぐさくらいの道 古代の道、旧街道とまちの形成、近代化と交通網の発達

時代の変遷をつなぐ
さくらいの道

関連文化財群の概要

視点 3
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①

②

③

⑥
⑤

④

①纒向遺跡地区
　・纒向遺跡
　・山の辺の道（桧原神社～穴師）
　・旧上街道（JR 巻向駅～箸墓）など

②三輪山西麓地区
　・大神神社と参道
　・山の辺の道（大神神社～海柘榴市）
　・三瀬街道（上街道・三輪町）など

③長谷寺と門前町地区
　・長谷寺と門前町
　・伊勢街道（朝倉～初瀬谷）
　・上之郷　など

④多武峰地区
　・談山神社
　・多武峰街道（八井内～倉橋）
　・多武峰街道（下～浅古周辺）など

⑤磐余地区
　・安倍文殊院と桜井公園周辺
　・磐余・山田道周辺
　・橘街道と磐余池伝承地（池之内周辺）など

⑥磯城地区
　・伊勢街道（桜井本町通り周辺）
　・忍坂街道（忍阪地区）
　・鳥見山および桜井茶臼山古墳周辺　など

モ
デ
ル
エ
リ
ア
と
し
て
の

役
割

　

歴
史
文
化
保
存
活
用
区
域
は
、

特
定
地
域
に
集
中
し
て
い
る
歴
史

文
化
を
、
周
辺
環
境
を
含
め
文
化

的
な
空
間
を
創
る
た
め
の
計
画
区

域
と
し
て
定
め
る
こ
と
が
望
ま
し

い
区
域
で
す
。
地
図
上
の
６
か
所

は
、
歴
史
文
化
の
保
存
活
用
に
関

す
る
モ
デ
ル
的
な
エ
リ
ア
と
し

て
、
重
点
的
に
保
存
活
用
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
歴
史
文
化
に
対
す
る
理
解

を
高
め
、
市
民
が
保
存
・
活
用
に

積
極
的
に
取
り
組
め
る
仕
組
み
を

築
き
上
げ
る
こ
と
で
、
そ
の
成
果

が
市
全
域
に
広
が
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
定
し
ま
す
。

歴史文化保存活用区域（案）

拠点となる範囲
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地域で集まって語り合っていると、郷土愛が芽
生えてきました。

　昭和 61年に会を作って以来、毎年法要は続けて
いました。２年前「大和さくらい 100 選」に、力
のパワースポットとして選ばれたことがきっかけ
で、もっと広く知ってもらいたいという思いになっ
たそうです。昨年は出雲と野見宿祢にまつわる講演
会を行ったり、大学生と協働で地域のMAPを作成。
今年は会のホームページを開設するそうです。
　「外へ発信するだけではなく、まずはここに住ん
でいる人こそ知るべき。これまで語り継がれてきた
地域にまつわる話を、これからも次の世代に伝えて
いきたい。これが我々の願いです」。月１回集まっ
て村のことを語り合っていると、歴史ある地域を再
確認できたとともに、郷土愛が芽生えたそうです。
「自分たちが広く発信するということに意欲が増し
てきた」と言います。

地域を一番感じられるのは地域の祭り。この日
はみんな忍阪に帰ってきてほしい。

　忍阪区長の森本藤次さんは、生まれも育ちも忍阪。
古墳や石仏は身近にあり、お年寄りから「古くから
の大事なもんやで」と教えられたそうです。
　今年の秋祭りでは、約 30年ぶりにケヤキづくり
のみこしを復活させようと考えています。若いとき
に体験したみこしの迫力や、力を合わせて担いだ重
さは今でも体に染み込んでいると言います。「地域
を一番感じられるのは地域の祭り。気運を高めて復
活させたい。みんな帰ってきてほしい」。
　５年前に区長になり、回覧板を回す際に地元の歴
史や文化財について説明した手作りの書面を付けた
そうです。「みんなに知って欲しかった」。コピーし
て取っていく人も多かったそうです。そこから本格
的に地元周知活動に精を出し、忍阪区の紹介や万葉
歌 の DVD と CD を 何
枚も作りました。
　「多くの人のご協力で
活動が続いている。忍阪
はみんなの共有財産。身
近なものに感じてほし
い」と話していました。

文
化
財
を
保
存
・
活
用

す
る
た
め
に

　
地
域
社
会
の
中
で
文
化
財
を
保

存
・
活
用
す
る
た
め
に
は
、
地
域

の
人
が
そ
の
大
切
さ
に
気
付
き
、

連
携
・
協
力
体
制
を
取
る
こ
と
が

不
可
欠
で
す
。

　
と
は
言
っ
て
も
、
人
口
流
出
や

都
市
化
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
な
ど
に
よ
り
、
地
域
住
民
に
委

ね
る
だ
け
で
は
、
継
承
は
困
難
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
市
民
活
動
団
体
や
大

学
、
企
業
、
観
光
客
な
ど
の
参
加

と
協
働
を
進
め
る
こ
と
も
重
要
に

な
り
ま
す
。そ
し
て
、行
政
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、
参
加
・
連
携
の

機
会
を
作
り
出
し
、
そ
れ
を
支
援

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ら
に
参
加
す
る
こ
と
で
地

域
へ
の
愛
着
を
さ
ら
に
深
め
、
新

た
な
市
民
活
動
団
体
を
結
成
す
る

き
っ
か
け
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
ま
ち
の
物ス
ト
ー
リ
ー語を

知
る

　
文
化
財
を
大
事
に
し
、
そ
れ
を

後
世
に
残
し
て
い
く
た
め
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
中
で
物
語
を

作
り
、
知
る
こ
と
も
大
事
に
な
り

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
地
域
に
ま
つ
わ

る
昔
話
を
お
年
寄
り
か
ら
口
伝
え

に
よ
く
聞
い
た
も
の
で
す
。
核
家

族
化
が
進
み
、
地
域
の
つ
な
が
り

が
希
薄
に
な
っ
た
今
、
価
値
観
は

大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
古
墳
や
神
社
を
は
じ
め
、
地
域

に
存
在
す
る
文
化
財
は
地
域
住
民

が
こ
ぞ
っ
て
守
り
、
大
事
に
し
て

き
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
人
た
ち
は
、
知
ら
な
い
も

の
を
大
事
に
で
き
る
で
し
ょ
う

か
。
長
年
続
い
て
き
た
も
の
を
、

絶
や
す
こ
と
な
く
私
た
ち
は
次
の

世
代
に
引
き
継
い
で
い
け
る
で

し
ょ
う
か
。

　
整
理
し
記
録
と
し
て
今
後
に
残

す
作
業
は
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す

重
要
な
も
の
に
な
っ
て
き
ま
す
。

地
域
の
物
語
を
知
る
こ
と
は
、
ま

ち
へ
の
誇
り
と
愛
着
に
つ
な
が
り

ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
こ
れ
か
ら

も
残
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

　

桜
井
市
歴
史
文
化
基
本
構
想

は
、
こ
う
し
た
未
来
へ
の
流
れ
の

指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

歴
史
文
化
を
活
か
し
、
こ

れ
か
ら
の
桜
井
へ

　
桜
井
市
の
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
に
、
歴
史
文
化
の
要
素
を
欠

か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ

は
、
第
５
次
桜
井
市
総
合
計
画
に

お
け
る
都
市
の
将
来
像
「
観
光
産

業
〈
創
造
〉
都
市
の
実
現
」
に
向

け
て
目
指
す
と
こ
ろ
で
す
。

　
歴
史
文
化
を
活
か
し
た
観
光
・

産
業
信
仰
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、

戦
略
の
推
進
、ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
…
…
こ
れ
ら
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
新
し

い
文
化
・
価
値
の
創
造
が
必
要
で

す
。
た
だ
し
、
桜
井
市
が
持
つ
古

く
か
ら
の
圧
倒
的
な
歴
史
文
化
の

中
か
ら
そ
の
可
能
性
を
見
出
す
と

い
う
こ
と
を
、
忘
れ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
す
桜
井
市
は
、

古
く
か
ら
他
に
は
な
い
「
国
の
ま

ほ
ろ
ば
（
す
ば
ら
し
い
場
所
）」

に
値
す
る
も
の
な
の
で
す
。

　

桜
井
市
歴
史
文
化
基
本
構
想

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.city.sakurai.lg.jp/

）

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

出雲区　相撲開祖 野見宿祢顕彰会

野見宿祢顕彰会会長
石井稔人さん

出雲区長
門脇秀樹さん

記紀万葉故地　忍阪区

忍阪区作成のDVDと CD忍阪の風纒向遺跡全景
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職種および
試験区分

採用予定
人数

受 験 資 格
年齢 免 許 ・ 資 格 な ど

一般事務職
（上級） 12名

程度

30歳以下
（昭和 60年 4月 2日以降生まれ） 大学を卒業した人

一般事務職
（初級）

25歳以下
（平成 2年 4月 2日以降生まれ） 高校を卒業した人（または高校卒業程度の学力を有する人）

土木技術職
（上級） 2名

程度

30歳以下
（昭和 60年 4月 2日以降生まれ） 大学（土木専門課程）を卒業した人

土木技術職
（職務経験者）

40歳以下
（昭和 50年 4月 2日以降生まれ）

①�大学（土木専門課程）を卒業し、
②�民間企業等で同職の職務経験がある人

電気技術職
（上級）

1名
程度

30歳以下
（昭和 60年 4月 2日以降生まれ） 大学（電気専門課程）を卒業した人

電気技術職
（中級）

28歳以下
（昭和 62年 4月 2日以降生まれ）

短期大学（電気専門課程）を卒業した人
※�短期大学には、高等専門学校などを含む

電気技術職
（職務経験者）

40歳以下
（昭和 50年 4月 2日以降生まれ）

①�大学（電気専門課程）を卒業し、
②�民間企業等で同職の職務経験がある人

保育士 4名
程度

30歳以下
（昭和 60年 4月 2日以降生まれ） 保育士資格および幼稚園教諭免許の両方を有する人

幼稚園教諭 1名
程度

30歳以下
（昭和 60年 4月 2日以降生まれ） 幼稚園教諭免許および保育士資格の両方を有する人

幼稚園教諭
（職務経験者）

1名
程度

45歳以下
（昭和 45年 4月 2日以降生まれ）

①�幼稚園教諭免許および保育士資格の両方を有し、
②�幼稚園教諭としての職務経験が 15年以上ある人

保健師
３名
程度

30歳以下
（昭和 60年 4月 2日以降生まれ） 保健師免許を有する人

保健師
（職務経験者）

40歳以下
（昭和 50年 4月 2日以降生まれ）

①�保健師免許および介護支援専門員資格の両方を有し、
②�民間企業等で保健師としての職務経験がある人

文化財技術職 1名
程度

30歳以下
（昭和 60年 4月 2日以降生まれ）

①�大学（歴史学または考古学等専門課程）を卒業し、
②�学芸員免許を有し、
③�埋蔵文化財調査についての経験を有する人

※ 卒業や免許、資格などは、平成 28 年 3 月までに卒業、取得見込みの人を含みます。
※ 詳しくは、市ホームページまたは案内（7 月 17 日（金）から配布）をご覧ください。

▽問い合わせ先　人事課（ 42 ‐ 9111 内線 315・316）

平成 28 年 4 月採用予定の職員採用試験を行います。
▽第 １ 次 試 験 日　９月 20 日（日）

▽申 込 受 付 期 間　８月１日（土）～ 17 日（月）

▽案内・申込書配布　７月 17 日（金）～　
市役所 3 階人事課にて配布しています。市ホームページ（http://www.city.sakurai.
lg.jp/）採用情報からダウンロードすることもできます。（A4 サイズで印刷）

桜井市職員募集 ❀❀

～求む。市民の 「最強パートナー」 ～ 税務課
入庁 2年目

商工振興課
入庁 4年目

想う、動く、
創る

桜井市の未来
。

土木課
入庁 7年目 児童福祉課

入庁 23年目
市民課　
入庁 35年目
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月々の負担の上限（高額介護サービス費の基準）が変わります

まちづくり・地域活性・市民活動を応援します

同
じ
月
に
利
用
し
た
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
負
担
額
が
高
額
に
な

り
、
限
度
額
を
超
え
た
と
き
は
、
超

え
た
分
が
「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」

と
し
て
後
か
ら
給
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
負
担
の
上
限
額
の
区
分
に
つ

い
て
、
８
月
か
ら
、「
現
役
並
み
所
得

者
に
相
当
す
る
世
帯
の
人
」
と
い
う

区
分
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
そ
の
他
の

人
の
限
度
額
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

上
限
額
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
左
の

表
の
と
お
り
で
す
。

※ 

こ
の
基
準
は
、
医
療
保
険
に
お
け

る
70
歳
以
上
の
高
額
療
養
費
の
限

度
額
基
準
と
同
額
で
す
。

現
役
並
み
所
得
者
に
相
当
す
る
世
帯

の
基
準

　

同
一
世
帯
に
課
税
所
得
１
４
５
万

円
以
上
の
65
歳
以
上
の
人
が
い
る
こ

と
。

た
だ
し
、

・ 

同
一
世
帯
内
に
65
歳
以
上
の
人
が

１
人
の
場
合
、
そ
の
人
の
収
入
が

３
８
３
万
円
未
満

・ 

同
一
世
帯
内
に
65
歳
以
上
の
人
が

２
人
以
上
の
場
合
、
合
計
収
入
額
が

５
２
０
万
円
未
満

の
場
合
は
、
市
役
所
に
申
請
す
る
こ

と
で
上
限
額
が
３
７
、２
０
０
円
（
世

帯
）
に
な
り
ま
す
。
該
当
者
に
は
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
係
（

42

‐
９
１
１
１
内
線
２
８
６
）

５
月
25
日
（
月
）
に
事

業
審
査
会
（
公
開
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
が
、

ま
ほ
ろ
ば
セ
ン
タ
ー
内
の

市
民
活
動
交
流
拠
点
で
行

わ
れ
、
下
記
の
９
事
業
に

桜
井
市
市
民
協
働
推
進
補

助
金
の
交
付
が
決
定
し
ま

し
た
。
今
回
初
め
て
桜
井

市
と
協
働
で
取
り
組
む

「
協
働
推
進
コ
ー
ス
」
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
内
に
お
い
て
事
業
が

進
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

　

事
業
の
詳
し
い
内
容

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
こ

の
事
業
は
、
桜
井
市
ふ
る

さ
と
寄
附
金
を
活
用
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
協
働
推
進

係
（

42
‐
９
１
１
１

内
線
２
２
５
）

区分 負担の上限（月額）
現役並み所得者に相当する人がいる世帯 44,000 円（世帯）※新設

市民税を課税されている世帯 37,200 円（世帯）
市民税を課税されていない世帯 24,600 円（世帯）

・老齢福祉年金を受給している人
・�前年の合計所得金額と課税年金収入額
の合計が 80万円以下の人等

24,600 円（世帯）　
15,000 円（個人）　　　

生活保護を受給している人等 15,000 円（個人）

団体名 事 業 名 概 要
桜井市観光
まちづくり協議会 賑い�そうめんマップ そうめんマップの作成による地場産業の振興と市内観光地への誘客によるまちの

活性化。（商工振興課との協働事業）
さくらい読書会
「子ども読未知」

夏休み子ども寺子屋「ヨミチキチ」
冬休み図書館クリスマス会

小学生を対象に夏休みの宿題・自由研究に取り組む親子の居場所づくり。冬休み
はクリスマス会の開催。

桜井市本町通・周辺
まちづくり協議会 活き活き講座 桜井本町通の“たまり場”を活用し、生活に役立つ講座を開催。子ども向け催し

による多世代交流の促進。
山の辺
ゴスペルクラブ 街にあかりをキャロリング クリスマス時期の桜井駅南口のイルミネーションを活用した音楽活動によるまち

の活性化。

竹の國 竹の國
竹の活用研究と実践事業

放置竹林の整備により学びと交流の場を提供。竹材を活用し、竹細工教室を小・
中学生向けに開催。

相撲開祖
野見宿祢顕彰会

相撲開祖野見宿祢・
出雲人形啓発事業

ホームページを開設し、出雲地区を全国的に発信。伝統工芸品「出雲人形」の制
作教室で伝統文化の継承。

暮らしの保健室 暮らしの保健室 市内各所での医療・介護の相談会、健康講座の開催による高齢者の健康増進、介
護予防事業。

桜井市忍阪区 記紀万葉故地
～忍坂街道まつり～

地域の祭りを地域外にも発信することで、地域住民の“おもてなし”によるコミュ
ニティの構築。

奈良県立大学 多世代交流
「ほっとスペース」プロジェクト

桜井本町通の空き家を利活用した「ふれあいカフェ」やイベント企画など多世代
交流の促進。

みんなが使いやすい
サービスになる といいね
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ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
包
括
協
定

を
、
昨
年
12
月
に
奈
良
県
と
締

結
し
ま
し
た
。

　

人
口
の
急
激
な
減
少
と
高
齢
化
の

中
で
、
高
齢
者
を
は
じ
め
住
民
が
安

心
で
き
、
健
康
で
快
適
な
生
活
環
境

を
実
現
す
る
こ
と
、
地
域
性
を
活
か

し
た
賑
わ
い
の
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち

に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
次
の
５
つ

の
地
区
で
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
県
管
理
施
設
の
改

修
や
県
有
地
の
活
用
な
ど
県
事
業
と

合
わ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
よ
り

効
果
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
期
待
で
き

ま
す
。

◆ 

中
和
幹
線
粟
殿
近
隣
（
医
療・福
祉・

防
災
の
新
拠
点
施
設
）
周
辺
地
区

高
齢
者
・
子
育
て
に
や
さ
し
く
、

協
働
に
よ
る
福
祉
・
医
療
・
防
災

の
拠
点
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
。

◆
大
神
神
社
参
道
周
辺
地
区

最
古
の
歴
史
、
自
然
の
神
霊
を
崇

め
、
大
切
に
す
る
人
々
の
暮
ら
し

や
生
業
が
感
じ
ら
れ
、
心
清
ら
か

に
参
拝
や
散
策
を
楽
し
め
る
ま
ち

づ
く
り
。

◆
近
鉄
大
福
駅
周
辺
地
区

高
齢
者
の
集
い
の
場
や
地
域
交
通
、

多
様
性
の
あ
る
地
域
住
民
の
暮
ら

し
を
創
造
す
る
ま
ち
づ
く
り
。

◆
桜
井
駅
周
辺
地
区

市
の
中
心
拠
点
区
域
と
し
て
、
地

方
都
市
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
施

設
の
再
整
備
や
商
店
街
を
活
性
化

す
る
ま
ち
づ
く
り
。

◆
長
谷
寺
門
前
町
周
辺
地
区

長
谷
寺
を
中
心
と
す
る
観
光
振
興

の
ま
ち
づ
く
り
。

　

今
後
、
奈
良
県
と
桜
井
市
は
包
括

協
定
に
基
づ
き
、
各
地
区
の
特
色
に

応
じ
た
機
能
の
充
実
・
強
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

進
捗
に
合
わ
せ
、
段
階
的
に
地
区
単

位
の
基
本
協
定
や
事
業
単
位
の
個
別

協
定
を
結
び
、
協
働
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

次
号
で
は
中
和

幹
線
粟
殿
近
隣
周

辺
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
を
紹
介
し
ま
す
。

まちづくりに関する包括協定の締結地区

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が

始
ま
り
ま
す

　
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
と

は
、
住
民
一

人
ひ
と
り
に

12
桁
の
個
人
番
号
を
付
け
る

こ
と
で
、
社
会
保
障
や
税
に

関
す
る
情
報
を
適
切
に
扱
う

た
め
の
制
度
で
す
。

《
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
》

　
10
月
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
お
知
ら
せ
す
る
「
通
知
カ
ー

ド
」
を
送
付
し
ま
す
。
通
知

カ
ー
ド
は
、
氏
名
・
住
所
・

生
年
月
日
・
性
別
と
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
記
さ
れ
た
カ
ー

ド
で
す
。
平
成
28
年
１
月
か

ら
は
顔
写
真
と
IC
チ
ッ
プ
が

搭
載
さ
れ
た
「
個
人
番
号
カ
ー

ド
」
の
交
付
が
始
ま
り
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
を
開
始

し
ま
す
。
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
交
付
を
受
け
る
に
は
申
請

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
申
請

方
法
に
つ
い
て
は
広
報
わ
か

ざ
く
ら
10
月
号
で
案
内
し
ま

す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ

ル

０
５
７
０
‐
20
‐

０
１
７
８ （
平
日
午
前
９
時

30
分
～
午
後
５
時
30
分
）

24

169

165

166

中和幹線粟殿近隣周辺地区
近鉄大福駅周辺地区

大神神社参道周辺地区

桜井駅周辺地区

長谷寺門前町周辺地区

中和幹線

近鉄大
阪線

JR桜井線

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

▽ 

問
い
合
わ
せ
先　
行
政
経
営

課
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

２
５
６
）



健康だより
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番号のおかけ間違いのないようにご注意ください。９
健康だより※お問い合わせは健康推進課

　　（保健会館　 ４５‐３４４３）へ

月の保健事業
乳幼児健康診査（対象者には個人通知します。内容・持ち物等はそちらで確認してください。）

事業名 対象者 日時（受付時間） 場所

４か月児健康診査 平成27年5月�1日～ 5 月 15 日生まれ 9 月17 日（木）13：00～ 14：00

保
健
会
館

平成27年5月16日～ 5 月 31 日生まれ 9 月28 日（月）13：00～ 14：00

10か月児健康診査 平成26年11月�1日～ 11月15日生まれ 9 月18 日（金）13：00～ 14：00
平成26年11月16日～ 11月 30日生まれ 9 月30 日（水）13：00～ 14：00

1歳 6か月児健康診査 平成26年2月�1日～ 2 月 15 日生まれ 9 月 3 日（木）13：00～ 14：00
平成26年2月16日～ 2 月 28 日生まれ 9 月 4 日（金）13：00～ 14：00

2歳 6か月児歯科健康診査 平成 25年 2月生まれ 9 月 3 日（木）９：00 ～ 10：00

3歳 6か月児健康診査 平成24年2月�1日～ 2 月 15 日生まれ 9 月24 日（木）13：00～ 14：00
平成24年2月16日～ 2 月 29 日生まれ 9 月25 日（金）13：00～ 14：00

相談・教室
事業名 対象者 日時 場所 内容 持ち物 申込

すくすく相談
（乳幼児健康相談）

主に生後 9 か月
未満の乳児

9月8日（火）�
�9：30～ 10：00▲ 保

健
会
館

身体計測・育児相談・栄
養相談

母子健康手帳・
バスタオル

不
要主に生後 9 か月

～ 1 歳 7 か月未
満の乳幼児

9月29日（火）��
９：30～ 10：00▲

マタニティ教室
妊娠４か月～８
か月未満の妊婦
およびその家族

9月 1日（火）
９：30～ 12：00◎ ●

ママのからだの話（保健
師）妊娠中の食生活の話
（栄養士）

母子健康手帳・
筆記用具

要
（
定
員
20
名
）

9 月 7日（月）
９：30～ 12：00◎ 保

健
会
館

生まれたばかりの赤ちゃ
んの話・沐浴実習等（助
産師・保健師）

9月 14日（月）
９：30～ 12：00◎

赤ちゃんとママの歯の話
（歯科衛生士）子育てサー
ビスの話（保健師）

もぐもぐ教室
（離乳食教室）

生後５か月～８
か月未満の乳児
の保護者

9月10日（木）
13：30～15：00◎

中
央

公
民
館

離乳食の話・実演・試食
※対象児に限り託児あり
（託児定員　12名）

母子健康手帳・
筆記用具 要

▲受付時間　◎実施時間　●まほろばセンター（エルト桜井２階）　〈要申込〉の事業は電話で健康推進課まで。

事業名 対象者 日時（受付時間） 場所 内容 料金 申込

胃がん・肺
がんセット
検診★

35歳以上の市民
９月 1日（火）
９月 2日（水）
9:00 ～ 11:20

市
役
所

胃がん検診：
バリウムを飲んで胃
部のレントゲン撮影

900円 定員 15名
医療センター（
45‐ 2505）ま
たは健康推進課へ
電話申込。

肺がん検診：
胸部のレントゲン撮
影と痰の検査（必要
な人）

無料
（ただし、痰の
検査が必要な
場合は300円）

わかざくら
健康診査

16 歳以上 40 歳
未満の市民（健
康診査を受ける
機会のない人）

健診
９月１日（火）
13:00 ～ 14:00
説明会
９月 15日（火）
13:00 ～ 14:00

保
健
会
館

健診
問診・身体計測・診
察・血圧測定・検尿・
心電図・血液検査
説明会
尿検査・血圧測定・
結果説明等

1,000 円
定員 30名
健康推進課へ
電話申込。

★…妊娠中、授乳中の人は検診を受けることができません。胃腸疾患の治療中の人はかかりつけ医で受診してください。
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一
般
不
妊
治
療
費
を
助
成

し
ま
す

　
桜
井
市
で
は
、
不
妊
症
と
診
断

さ
れ
一
般
不
妊
治
療
を
し
て
い
る

人
に
対
し
、
第
一
子
に
係
る
治
療

費
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

対
象
者

① 

戸
籍
法
に
よ
る
婚
姻
の
届
け
出

を
し
て
い
る
人

② 

医
療
機
関
に
お
い
て
、
不
妊
症

と
診
断
さ
れ
、
そ
の
治
療
を
受

け
た
人

③ 

医
療
保
険
の
規
定
に
基
づ
く
、

被
保
険
者
も
し
く
は
被
扶
養
者

④
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

対
象
と
な
る
一
般
不
妊
治
療
と
は

① 

次
の
い
ず
れ
も
利
用
し
な
い
一

般
不
妊
治
療
で
あ
る
こ
と

・ 

夫
婦
以
外
の
第
三
者
の
精
子
、

卵
子
ま
た
は
胚

・
代
理
母

・
借
り
腹

② 

一
般
不
妊
治
療
を
受
け
た
日
に

桜
井
市
民
で
あ
る
こ
と

③ 

助
成
の
対
象
費
用
は
、
保
険
の

適
用
を
受
け
る
診
療
に
係
る
本

人
負
担
分
の
費
用
お
よ
び
保
険

の
適
用
を
受
け
な
い
診
療
に
係

る
費
用
の
合
計
額

④ 

診
断
書
代
や
食
事
療
養
費
標
準

負
担
額
、
個
室
料
そ
の
他
治
療

に
直
接
関
係
の
な
い
費
用
は
、

本
人
負
担
額
に
含
め
な
い

助
成
金
の
金
額

① 

交
付
は
、
１
年
度
１
回
と
す
る

② 

本
人
負
担
額
の
２
分
の
１
と

し
、
１
組
に
対
し
１
年
度

５
０
、０
０
０
円
を
上
限
と
す

る
③ 

助
成
す
る
期
間
は
、
最
初
に
助

成
を
交
付
し
た
年
度
か
ら
起
算

し
て
、５
年
度
の
間
と
す
る（
申

請
は
毎
年
必
要
で
す
）

申
請
書
類

・ 

一
般
不
妊
治
療
費
に
係
る
領
収
書

・ 

法
律
上
夫
婦
で
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
（
戸
籍
謄
本
）

・ 

住
所
地
を
証
明
す
る
書
類
（
住

民
票
謄
本
）

・ 

市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
（
納
税
証
明
書
）

※�

そ
の
他
、
健
康
推
進
課
で
配
付

す
る
書
類
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

※ 

一
般
不
妊
治
療
費
助
成
金
交
付

申
請
（
資
料
収
集
）
に
関
す
る

同
意
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ

り
、
戸
籍
謄
本
お
よ
び
住
民
票

謄
本
を
省
略
で
き
ま
す
。

※ 

平
成
27
年
度
分
の
申
請
は
、
平

成
28
年
４
月
20
日
で
受
付
を
終

了
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
健
康
推
進
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

猫の飼い方・育て方②　
人と猫の調和のとれたまちづくりを！

～去勢と避妊は悩ましい問題～
　雄ネコの去勢と、雌ネコの避妊手術
を受けるべきか受けざるべきか、飼い
主にとって非常に悩ましい問題だと思
います。こればかりは、どちらがよい
とも言えないことなので、それぞれの
飼い主がよく考えて決断するしかあり
ません。
　以下を参考にして十分検討してくだ
さい。最終的には、かかりつけの獣医
師の話をよく聞いて、後悔のない判断
をしましょう。

～去勢・避妊手術の時期～
　医学的には、早い時期の方が、体に
対するダメージは少ないそうです。
　生後２～8か月の間ぐらいが、去勢・
避妊手術をするのに、もっとも適した
時期だと言われています。ただ、子ネ
コの成長の度合いによって、手術の時
期は異なるようです。手術をするので
あれば、なるべく早い時期に獣医師に
相談しておくといいでしょう。

～不幸なネコを増やさない～
　去勢・避妊手術をする一番の目的は、
やはり発情期を迎え、望ましくない妊
娠や出産をなくすことです。ネコは 1
年に 1～ 2回発情期を迎え、一度に
３～４匹の子ネコを産みます。飼い主
がコントロールしておかないと、あっ
という間に増えてしまいます。生まれ
た子ネコを責任を持って育てられる
か、あるいは新しい飼い主を見つける
ことができるのか。その点を十分考慮
して去勢・避妊手術について判断して
ください。
　飼えないからといって、捨てたり保
健所に持ち込んだりすれば、ネコたち

を待っているのは悲惨な
最期です。不幸なネコ

を増やさないことは、飼
い主としての最低限のマ
ナーではないでしょうか。

健康相談�※生活習慣病に関する相談を受付けます！

▽日時　9月 11日（金）午前９時 30分～ 11時　

▽場所　市役所３階第１会議室

▽  内容　保健師・管理栄養士の健康相談、☆血圧測定、☆身長・体
重測定、☆体脂肪測定、☆尿検査　　☆は必要な人のみ実施

▽ �持ち物　健康手帳、検査結果等、健康状態がわかるもので必要
と思われるものを持参してください。

▽料金　無料

▽申込　電話で健康推進課へ。

男性クッキング教室
～食生活改善推進員と一緒に食事について楽しく学びましょう！～

▽対象者　20歳以上の男性

▽日時　9月 27日（日）午前 10時～午後 1時

▽場所　中央公民館調理実習室

▽定員　30人　　　　　　

▽料金　300円

▽  申込　9月 24日（木）までに電話で健康推進課へ。
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　今回は、市民目線で「桜井のとっておき」を
選んだ「大和さくらい１００選」の中から、元
伊勢伝説に関連した場所を紹介するよ。

「ひみこちゃんのページ」
http://www.city.sakurai.lg.jp/himiko/index.html
観光まちづくり課

（ 42 ‐ 9111 内線 342）
E-mail：kanko@city.sakurai.lg.jp 

　桧原神社のある北緯 34 度線上には、二上山や三輪山や、他にも古
代の祭祀遺跡や太陽神の天照大御神を祀る神社などが点在すること
から、「太陽の道」とも呼ばれているの。この桧原神社からから見た
二上山に沈む夕日はすっごくきれいでビューポイントにも選ばれて
いるよ！特に春分・秋分の頃には、桧原神社・二上山・夕日が直線
的に並ぶから、とても幻想的だよ。みんなも一度は見に来てね！

　まずは桧原神社だよ。桧原神社は第 10
代崇神天皇が、当時は宮中に祀られていた
天
あまてらすおおみかみ

照大御神を、皇女の豊
とよすきのいりひめのみこと

鍬入姫命に祀ら
せた場所だといわれているよ。その後、各
地を転々として、最後には天照大御神は伊
勢神宮にたどり着いて、一時的に祀られた
場所は元伊勢と言われているの。だから、
桧原神社は元伊勢の最初の地だって言われ
ているんだよ。

大神神社

狭井神社
久延彦神社

相撲神社

箸墓古墳

巻
向
駅

三
輪
駅

JR
万
葉
ま
ほ
ろ
ば
線

大和川（初瀬川）

中和幹線

山
の
辺
の
道

桧原神社

　修理枝に化粧川・化粧壺というところがあるよ。
　ここは、天武天皇の皇女の大

おおくのひめみこ
伯皇女が伊勢神宮へ向かう前に禊

みそぎ
をしたところだと

言われているよ。大伯皇女は制度が確立してからの初代斎王になった人なんだよ。

初瀬にある與喜天満神社も元伊勢の１つ
だと言われているの。参道は、ビューポ
イントになっているんだよ！

まほろば湖
初瀬ダム

瀧蔵神社

長谷寺

笠

化粧川・化粧壺

與喜天満神社

小夫天神社

国道165号線

▲巻向山

▲初瀬山

キレイだよね～

境内には天照大御神が祀られてい
る鵝

がぎょういし
形石という磐

いわくら
座があるよ。

いろいろお出かけ
してみてね♪
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対
象
者

　

平
成
27
年
４
月
１
日
（
基
準

日
）
に
資
格
要
件
（
生
存
し
て

い
る
こ
と
・
日
本
国
籍
を
有
し

て
い
る
こ
と
）
が
あ
る
戦
没
者

等
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、
基

準
日
に
お
い
て
「
恩
給
法
に
よ

る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
援
護
法
に
よ
る

遺
族
年
金
」
等
を
受
給
す
る

人
（
戦
没
者
等
の
妻
、
祖
父
母
、

父
母
等
）
が
い
な
い
場
合
、
法

律
で
定
め
ら
れ
た
支
給
順
位
の

先
順
位
者
１
名
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

支
給
順
位

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺

族
で
、

１
． 

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で

に
戦
傷
病
者
戦
没
者
援
護

法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給

権
を
取
得
し
た
人

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
． 

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、

生
計
関
係
を
有
す
る
戦
没

者
等
の
①
父
母
、
②
孫
、

③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

※ 

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に

婚
姻
に
よ
り
氏
が
変
わ
っ
た

人
、
ま
た
遺
族
以
外
と
養
子

縁
組
し
た
人
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。

４ 

．
３
以
外
の
戦
没
者
等
の
①

父
母
、
②
孫
、
③
祖
父
母
、

④
兄
弟
姉
妹

５ 

．
上
記
１
～
４
以
外
で
戦
没

者
等
の
三
親
等
内
の
親
族

（
甥
・
姪
等
）

※ 

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関

係
を
有
し
て
い
た
人
に
限
り

ま
す
。

請
求
期
間

　
平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

※  

こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
第

10
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
内
容

　
額
面
25
万
円
の
記
名
国
債

※ 

第
10
回
特
別
弔
慰
金
に
つ
い

て
は
、
遺
族
に
一
層
の
弔
慰

の
意
を
表
す
た
め
、
年
額
の

増
額
（
４
万
円
か
ら
５
万
円

へ
）
を
す
る
と
と
も
に
、
償

還
期
間
が
変
更
（
10
年
か
ら

５
年
へ
）
に
な
り
ま
し
た
。

国
債
の
受
領

　

次
の
国
債
が
発
行
さ
れ
、
支

給
の
裁
定
（
可
決
裁
定
）
を
受

け
た
人
に
、
市
町
村
を
通
じ
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

・ 

名
称
：
第
十
回
特
別
弔
慰
金

国
債
債
券
「
い
号
」

・ 

額
面
：
25
万
円
（
年
１
回
・

５
万
円
を
５
年
間
で
償
還
）

請
求
に
必
要
な
書
類

①
請
求
書

②
現
況
申
立
書

③ 

請
求
同
意
書
ま
た
は
請
求
同

意
書
を
提
出
で
き
な
い
旨
の

申
立
書
（
※
同
順
位
者
が
い

る
場
合
）

④
印
鑑
等
届
出
書

※ 

①
～
④
ま
で
の
用
紙
は
市
役

所
１
階
特
別
弔
慰
金
受
付

ブ
ー
ス
お
よ
び
社
会
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
。

⑤ 

平
成
27
年
４
月
１
日
時
点
の

状
況
が
わ
か
る
請
求
者
の
戸

籍
抄
本

◆ 

従
前
の
特
別
弔
慰
金
の
受
給

者
と
請
求
者
が
異
な
る
場

合
、
ま
た
は
初
め
て
特
別
弔

慰
金
を
請
求
す
る
場
合
は
、

①
～
⑤
の
書
類
に
加
え
て
、

次
の
⑥
～
⑩
の
書
類
も
必
要

に
な
り
ま
す
。

⑥ 

戦
没
者
等
と
請
求
者
と
の
続

柄
を
証
す
る
戸
籍

⑦ 

戦
没
者
と
弔
慰
金
の
受
給
権

者
と
の
続
柄
を
証
す
る
戸
籍

⑧ 

先
順
位
者
が
い
な
い
こ
と
を

証
す
る
戸
籍

⑨ 

戦
没
者
等
の
死
亡
時
か
ら
平

成
27
年
３
月
31
日
の
間
の
請

求
者
の
戸
籍
（
戦
没
者
等
と

引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関

係
の
あ
る
父
母
・
孫
・
祖
父

母
・
兄
弟
姉
妹
が
請
求
す
る

場
合
）

⑩ 

年
金
給
付
の
受
給
権
者
が
い

な
い
こ
と
を
証
す
る
戸
籍　

※ 
請
求
者
の
状
況
に
応
じ
て
、

添
付
書
類
が
追
加
に
な
る
場

合
や
、
不
要
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
申
請
前
に
窓
口

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

請
求
受
付
日
程

・ 

受
付
開
始
当
初
は
混
雑
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
中
学
校
区

ご
と
に
申
請
日
を
設
定
し
ま

す
。（
９
月
７
日
以
降
は
校
区

に
関
わ
ら
ず
受
付
し
ま
す
。）

▽ 

受
付
場
所

・ 

８
月
～
９
月
は
、
市
役
所
本

庁
１
階
ロ
ビ
ー
に
て
。

・ 

10
月
か
ら
は
分
庁
舎
社
会
福

祉
課
に
て
受
付
し
ま
す
。

▽ 

受
付
時
間　

平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
５
時
ま
で

▽
持
ち
物

・ 

印
鑑
（
国
債
受
取
時
に
使
用

す
る
印
鑑)(

シ
ャ
チ
ハ
タ
、

ゴ
ム
印
不
可
）

・ 

前
回
の
特
別
弔
慰
金
の
国
債

お
よ
び
書
類
が
手
元
に
あ
る

場
合
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

申
請
手
続
に
時
間
が
か
か
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽ 

問
い
合
わ
せ
先　
社
会
福
祉

課
社
会
福
祉
係
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
２
９
７
）

戦
没
者
等
の
遺
族
の
み
な
さ
ま
へ

～
第
10
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
～

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
公
務
な
ど
の
た
め
国
に
殉
じ
た
軍
人
、
軍
属
お
よ
び
準
軍
属
の
方
々
に
思
い
を
い

た
し
、
戦
後
70
周
年
（
平
成
27
年
）
と
い
う
特
別
な
機
会
を
と
ら
え
、
国
と
し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表

す
た
め
、
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
対
し
特
別
弔
慰
金
支
給
法
に
基
づ
き
、
記
名
国
債
と
し
て
特
別
弔
慰
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

８
／
31
～
９
／
４

８
／
24
～
８
／
28

８
／
17
～
８
／
21

８
／
10
～
８
／
14

大
三
輪
中
学
校
区

桜
井
西
中
学
校
区

桜
井
東
中
学
校
区

桜
井
中
学
校
区
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６
月
分
（
10
月
支
給
）
以
降
の

手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
児

童
手
当
現
況
届
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
だ
提
出
し
て
い
な

い
人
は
、
早
急
に
児
童
福
祉
課
窓

口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

も
併
せ
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

手
当
支
給
月

　
６
月
・
10
月
・
２
月
の
そ
れ
ぞ

れ
15
日
（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合

は
、
そ
の
前
の
平
日
）
に
、
各
月

の
前
月
分
ま
で
の
手
当
を
支
給
し

ま
す
。

　
　
児
童
福
祉
課
こ
ど
も
福
祉
係

（

42
‐
９
１
１
１
内
線
２
８
１
）

　
こ
の
届
を
出
さ
な
い
と
、
引
き

続
い
て
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
手

当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
の
で
、

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。昨
年
、

所
得
超
過
で
支
給
停
止
と
な
っ
た

人
も
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▽ 

受
付
場
所　
児
童
福
祉
課
（
西

分
庁
舎
） 

▽
持
ち
物　
印
鑑
・
手
当
証
書

※ 

な
お
、
平
成
27
年
１
月
２
日
以

降
に
転
入
し
た
人
は
、
前
住
所

地
で
の
平
成
27
年
度
の
課
税
証

明
書
が
必
要
で
す
。

児
童
扶
養
手
当

　
父
親
（
母
親
）
が
い
な
い
、
ま

た
は
父
親
（
母
親
）
に
一
定
の
障

が
い
が
あ
る
家
庭
で
、
児
童
が
18

歳
に
な
っ
た
日
以
降
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
期
間
（
障
が
い
が

あ
る
場
合
は
、
20
歳
未
満
）、
当

該
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
人
に
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

▽
提
出
期
間　
８
月
３
日
（
月
）

～
31
日
（
月
）

※
た
だ
し
、
土
日
を
除
く

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
一
定
の
障
が
い
を
も
つ
20
歳
未

満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
人
に

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

▽ 

提
出
期
間　
８
月
11
日
（
火
）

～
９
月
10
日
（
木
）

※
た
だ
し
、
土
日
を
除
く

　
　
児
童
福
祉
課
こ
ど
も
福
祉
係

（

42
‐
９
１
１
１
内
線
２
８
１
）   

　　
お
盆
の
お
供
物
を
、
橋
の
上
や

そ
の
他
川
沿
い
等
に
出
す
と
、
動

物
等
に
食
い
散
ら
か
さ
れ
た
り

し
、
付
近
の
人
に
迷
惑
が
か
か
り

ま
す
。
河
川
の
美
化
・
公
衆
の
衛

生
を
守
る
た
め
に
も
、
お
盆
の
お

供
物
は
家
庭
へ
持
ち
帰
り
、
市
指

定
収
集
袋
で
決
め
ら
れ
た
収
集

日・集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
　

環
境
部
業
務
課
（

45-

２
０
０
１
）

　
７
月
下
旬
、
国
保
に
加
入
し
て

い
る
70
歳
以
上
の
人
に
「
国
民
健

康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」
を
発
送

し
ま
し
た
。
８
月
１
日
以
降
に
医

療
機
関
等
に
か
か
る
と
き
は
、
新

し
い
高
齢
受
給
者
証
を
、
保
険
証

と
と
も
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
受
給
者
証
に
つ
い
て

　
70
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
（
誕
生

日
が
１
日
の
人
は
そ
の
月
）
か
ら

高
齢
受
給
者
証
の
負
担
割
合
で
医

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

負
担
割
合
の
目
安

○
一 
般
の
人
・
低
所
得
の
人

・ 

昭
和
19
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
75
歳
未
満
の
人
は
１
割

・ 

昭
和
19
年
４
月
１
日
以
降
に
生

ま
れ
、
新
た
に
70
歳
に
な
る
人

は
２
割

○
現
役
並
み
所
得
者　
３
割

※ 

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　
　

保
険
医
療
課
保
険
年
金

係
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

５
２
１・５
２
３
）

◆

◆

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
を
発
送
し
ま
し
た

け
い
さ
つ
コ
ー
ナ
ー

○
各
種
盗
難
被
害
に
ご
用
心
!!

　
夏
休
み
で
な
に
か
と
出
か
け
る
機
会
が
増
え
ま
す
。
ド
ロ
ボ
ー
た
ち

は
、
こ
の
よ
う
な
時
期
を
絶
好
の
機
会
と
、
み
な
さ
ん
の
大
切
な
物
を

盗
み
取
ろ
う
と
狙
っ
て
い
ま
す
。お
出
か
け
で
家
を
留
守
に
す
る
際
や
、

自
転
車
や
単
車
で
出
か
け
る
際
に
は
次
の
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
雨
戸
を
閉
め
る
な
ど
の
、
確
実
な
戸
締
ま
り

・
長
期
不
在
に
す
る
場
合
に
は
、
近
所
の
人
へ
の
声
か
け

・
自
転
車
や
単
車
を
停
め
る
際
に
は
、
確
実
な
鍵
掛
け

　
（
安
全
・
安
心
な
ツ
ー
（
２
）
ロ
ッ
ク
を
!!
）

○
女
性
の
み
な
さ
ん
へ

　
夏
場
は
、
女
性
を
対
象
と
し
た
強
制
わ
い
せ
つ
、
ち
か
ん
、
盗
撮
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
夜
間
に
外
出
す
る
際
は
、
防
犯
ブ
ザ
ー
を

持
っ
た
り
、
人
通
り
の
多
い
明
る
い
道
を
通
る
よ
う
に
し
た
り
、
家
族

に
迎
え
を
頼
む
な
ど
の
防
犯
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
就
寝
時
は

網
戸
だ
け
に
せ
ず
、
戸
締
ま
り
を
確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
「
年
金
情
報
流
出
」
を
口
実
に
し
た
振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
!!

　
過
日
、
日
本
年
金
機
構
よ
り
「
個
人
の
年
金
情
報
が
流
出
し
た
」
と

の
報
道
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
詐
欺
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
、
年
金
情
報
の

流
出
事
案
を
悪
用
し
た
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。年
金
受
給
や
年
金
機
構
の
職
員
な
ど
を
か
た
っ
た
電
話
に
は
、

充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
万
が
一
、
不
審
な
電
話
や
被
害
が
あ
っ
た
と
き
は
１
１
０
番
ま
た
は
桜

井
警
察
署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 【
桜
井
警
察
署

46
‐
０
１
１
０
】

問

問

問問

児
童
手
当
現
況
届
の
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か
？

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
・
特
別

児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届

今
月
の
市
税
・
保
険
料

納期限は
８月 31日（月）

です。

市
税

■
市
県
民
税
〈
２
期
分
〉

■
国
民
健
康
保
険
税
〈
２
期
分
〉

保
険
料

■
介
護
保
険
料
〈
２
期
分
〉

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
〈
２
期
分
〉

※�納め忘れのないよう
に、注意してください。

「
お
盆
の
お
供
物
」
の
取
り
扱
い
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税
関
で
お
預
か
り
し
て
い
る

通
貨
・
証
券
な
ど
の
返
還

平
成
28
年
版

県
民
手
帳
予
約
受
付
開
始

国
民
年
金
保
険
料
の
案
内
を

民
間
委
託
し
て
い
ま
す

広報わかざくら　平成27年８月号

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
の
人
に
対

し
て
、
電
話
・
文
書
・
戸
別
訪
問

に
よ
る
納
付
の
案
内
や
、
免
除
等

の
申
請
手
続
き
の
案
内
を
民
間
事

業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

奈
良
県
を
担
当
す
る
事
業
者

（
株
）
ア
イ
テ
ィ
フ
ォ
ー　
シ
ー・

ヴ
ィ
・
シ
ー
共
同
企
業
体
（
代
表

企
業
（
株
）
ア
イ
テ
ィ
フ
ォ
ー

０
１
２
０
‐
９
３
１
‐
５
５
２
）

※ 

民
間
事
業
者
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作

に
よ
り
振
り
込
み
を
お
願
い
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

民
間
事
業
者
が
戸
別
訪
問
し
て

保
険
料
を
お
預
か
り
す
る
場

合
、
顔
写
真
入
り
の
納
付
督
励

員
証
明
書
を
提
示
し
、
納
付
書

を
持
つ
人
か
ら
の
み
お
預
か
り

し
ま
す
。

　
　
桜
井
年
金
事
務
所
（

42
‐

０
０
３
３
）

・ 
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
上
げ

て
来
た
人
が
、
上
陸
地
の
税
関

ま
た
は
海
運
局
に
預
け
た
通
貨・

証
券
な
ど

・ 

外
地
の
総
領
事
館
や
日
本
人
自

治
会
な
ど
に
預
け
た
通
貨
・
証

券
な
ど
の
う
ち
、
そ
の
後
日
本

に
返
還
さ
れ
た
も
の

　
心
当
た
り
の
あ
る
人
は
税
関
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
本
人

だ
け
で
な
く
、
家
族
の
人
も
問
い

合
わ
せ
や
返
還
請
求
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
保
管
証
券
返
還
の
案
内
は
、
大

阪
税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.cu

sto
m

s.go
.jp

/
osaka/

）
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

　
　
大
阪
税
関
監
視
部
取
締
総
括

部
門
（
大
阪
市
港
区
海
岸
通
２

‐
１
‐
４

06
‐
６
５
７
６
‐

３
１
１
５
）〈
受
付
時
間
〉
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
土・日・

祝
日
を
除
く
）

     

　

本
年
10
月
１
日
を
期
日
と
し

て
、
全
国
一
斉
に
国
勢
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
今
回
は
、
全
世
帯
を

対
象
に
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
が
導
入

さ
れ
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
も
回
答
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
９
月
上
旬
か
ら
調
査
員
が

訪
問
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

の
利
用
案
内
」
を
配
布
し
、
回
答

が
な
か
っ
た
世
帯
に
の
み
紙
の
調

査
票
を
配
布
し
て
調
査
し
ま
す
。

　
正
確
な
統
計
に
基
づ
い
て
、
公

正
で
効
率
的
な
行
政
を
行
う
た
め

に
は
、日
本
に
住
む
す
べ
て
の
人・

世
帯
か
ら
の
漏
れ
の
な
い
回
答
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

商
工
振
興
課
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
３
５
１
）

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

（
中
退
共
制
度
）
は
、
中
小
企
業

で
働
く
従
業
員
の
た
め
の
国
の
退

職
金
制
度
で
す
。
掛
金
の
一
部
を

国
が
助
成
し
、
掛
金
は
全
額
非
課

税
で
手
数
料
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

社
外
積
立
な
の
で
管
理
も
簡
単
で

す
。
パ
ー
ト
や
家
族
従
業
員
も
加

入
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
「
中
退

共
」
で
検
索
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事

業
本
部
（

03
‐
６
９
０
７
‐

１
２
３
４
）

　
表
紙
は
県
章
の
色
で
あ
る
す
ほ

う
色
お
よ
び
黒
色
の
２
種
類
か
ら

選
べ
ま
す
。
県
内
の
官
公
庁
や
救

急
医
療
施
設
の
住
所
一
覧
、
県
民

相
談
窓
口
に
加
え
、
人
口
や
産
業

な
ど
、
全
国
と
県
、
市
町
村
の
主

要
統
計
デ
ー
タ
、
県
内
の
郵
便
番

号
、
県
内
各
地
の
行
事
や
花
の
見

ご
ろ
な
ど
の
情
報
を
掲
載
し
、
日

記
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
過
去
５
年
の

天
気
マ
ー
ク
も
付
い
て
い
ま
す
。

※
10
月
に
発
売
予
定
で
す
。

▽
金
額　
１
冊
５
０
０
円

▽
申
込
期
間　
８
月
３
日
（
月
）

～
28
日
（
金
）

※ 

土
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
ま
で

※ 

電
話
で
の
受
付
も
可
。
代
金
は

手
帳
と
引
換
え
に
な
り
ま
す
。

　
・　
　
商
工
振
興
課
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
３
５
１
）

　
非
核
宣
言
と
は
、
核
兵
器
の
廃

絶
や
非
核
三
原
則
の
遵
守
を
求
め

た
宣
言
で
す
。
１
９
８
０
年
に
イ

ギ
リ
ス
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
で

初
め
て
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
世
界

中
へ
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
桜

井
市
に
お
い
て
も
、
１
９
８
５
年

６
月
22
日
に
、
市
議
会
が
「
非
核

宣
言
都
市
」
の
宣
言
を
全
会
一
致

で
議
決
し
て
い
ま
す
。

　
宣
言
し
た
自
治
体
は
、
各
地
で

核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
の
実

現
に
努
め
て
お
り
、
桜
井
市
も
人

権
学
習
等
を
通
じ
て
、
非
核
宣
言

の
趣
旨
実
現
を
市
民
の
み
な
さ
ん

と
共
に
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
８
月
の
「
原
爆
の
日
」
を

前
に
、
家
庭
や
地
域
で
も
平
和
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
　

社
会
教
育
課
生
涯
学
習
係

（

42
‐
９
１
１
１
内
線
６
０
８
）

申＝申込み先　　問＝問い合わせ先　　◎市ホームページ		http://www.city.sakurai.lg.jp/

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

平
成
27
年
国
勢
調
査

非
核
宣
言
を
ご
存
知
で
す
か

問

問

問 問

問

あつまれ赤ちゃん！中学生と遊ぼう！
「赤ちゃん登校日」

　お兄ちゃんお姉ちゃんたちとベビーマッサージやふ
れあい遊びをするなかで、赤ちゃんの社会性を育んだ
り、親子の愛情を深めます。

▽日時　11月２日（月）　午前 10時～正午

▽場所　東ふれあいセンター分館（大字初瀬 1626‐１）

▽  対象　４か月～ 12か月の赤ちゃんとその保護者
　（平成 26年 11月生まれ～平成 27年６月生まれ）

▽定員　先着 20組
※�兄弟姉妹の子どもの託児もありま
す。同時に申込んでください。

▽費用　無料

▽  募集期間　８月４日（火）～９月 18日（金）
　　　　　　午前９時～午後４時　　

▽  申込・問い合わせ先　児童福祉課　（ 42‐ 9111
内線 296担当：松村）

脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
予
防
す
る
た
め
に
、
年
に
１
度
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

申
問
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個
人
事
業
税
の
第
１
期
分
の
納

期
限
は
、
８
月
31
日
（
月
）、
第

２
期
分
の
納
期
限
は
、
11
月
30
日

（
月
）
で
す
。
対
象
者
に
は
第
１

期
分･

第
２
期
分
の
納
付
書
を
同

封
し
て
い
る
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 

年
税
額
が
１
万
円
以
下
の
場
合

は
、
第
１
期
分
の
納
期
限
ま
で

に
全
額
を
納
付
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

※ 

第
２
期
分
を
第
１
期
分
の
納
期

限
ま
で
に
納
付
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

※ 

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
ペ

イ
ジ
ー
（
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
・

Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
の
納
付
）
で
の
納

付
も
で
き
ま
す
。

※�

口
座
振
替
も
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。（
申
込
み
は
金
融
機
関
）

　
　
奈
良
県
中
南
和
県
税
事
務
所

（

48
‐
３
０
０
４
）

　
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
、
金

銭
や
物
品
な
ど
の
善
意
の
気
持
ち

を
お
預
か
り
し
、
福
祉
事
業
へ
の

援
助
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

・ 

桜
井
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

様  　
　
　
　
　
１
０
、０
０
０
円

・ 

朝
倉
台
手
作
り
横
丁
実
行
委
員

会 

様　

  　
　
４
２
、８
９
５
円

▽ 

預
け
入
れ
先　
善
意
銀
行
（
大

字
桜
井
５
３
５
‐
１
社
会
福
祉

協
議
会
内

42
‐
２
７
２
４
）・

社
会
福
祉
事
務
所

　
平
成
28
年
１
月
（
予
定
）
か
ら

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
の
運
用
を
開
始
す
る
に
あ

た
っ
て
、「
子
育
て
」
の
援
助
を

必
要
と
す
る
人
（
依
頼
会
員
）
を

９
月
か
ら
募
集
し
ま
す
。

 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
人

「（
依
頼
会
員
）」
と
「
子
育
て
の
援

助
を
行
い
た
い
人
（
援
助
会
員
）」

が
支
え
あ
う
会
員
組
織
で
す
。

こ
ん
な
と
き
に
利
用
で
き
ま
す

・
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
し
た
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
自
分
の
時
間
が
ほ
し
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
そ
の
他
困
っ
た
と
き

▽ 

対
象
者　
市
内
在
住
の
生
後
６

か
月
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の

子
ど
も
を
お
持
ち
の
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽ 

申
込
み
方
法　
９
月
よ
り
随
時

受
付
し
ま
す
。
直
接
、
桜
井
市

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
ま
で
申
込
ん
で
く
だ
さ

い
。（
印
鑑
が
必
要
で
す
。）

〈
受
付
時
間
〉
午
前
９
時
～
午

後
４
時
（
土
・
日
・
祝
日
・
年

末
年
始
は
お
休
み
で
す
。）

　
　

児
童
福
祉
課
子
ど
も
支
援

係
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

２
８
４
）・
桜
井
市
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
西
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
分
館
つ
ど
い
の
広
場

内
）（

43
‐
９
１
１
２
）

　
毎
年
11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
」で
す
。「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！

こ
ど
も
虐
待
」
の
願
い
を
込
め
、

こ
の
月
間
に
ふ
さ
わ
し
い
標
語
を

募
集
し
ま
す
。

　

応
募
さ
れ
た
標
語
の
中
か
ら
、

桜
井
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
が
優
秀
作
品
を
選
定
し
、
児

童
虐
待
防
止
推
進
の
広
報
啓
発
等

に
幅
広
く
活
用
し
ま
す
。

▽ 
応
募
方
法　
標
語
・
住
所
・
名

前
・
連
絡
先
を
記
入
の
う
え
、

児
童
福
祉
課
ま
で
郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
持
参
に
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※ 

一
人
一
作
品
、
自
身
で
創
作
し

た
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※ 

著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属
す
る

こ
と
と
し
ま
す
。

▽ 

応
募
期
限　
９
月
10
日
（
木
）

必
着

 

前
回
の
最
優
秀
作
品

「
つ
な
げ
よ
う　

こ
ど
も
の
未

来　
み
ん
な
の
宝
」

　
・　
　

桜
井
市
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
事
務
局

（
〒
６
３
３
‐
８
５
８
５
大
字
粟

殿
４
３
２
‐
１
児
童
福
祉
課
こ
ど

も
支
援
係

42
‐
９
１
１
１
内
線

２
１
３
）

▽
日
時　
11
月
４
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

▽
場
所　
か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル

▽ 

申
込
方
法　
下
水
道
課
に
受
験

申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

申
込
期
間　
８
月
24
日
（
月
）

～
９
月
４
日
（
金
）

▽ 

費
用　
８
、５
０
０
円
（
受
験

手
数
料
）

※ 

受
験
講
習
（
希
望
者
の
み
）
を

受
講
す
る
場
合
は
、
受
講
手
数

料
３
、０
０
０
円
が
別
途
必
要
。

※ 

試
験
・
受
験
講
習
に
伴
う
テ
キ

ス
ト
お
よ
び
問
題
集
は
別
途
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 　

下
水
道
課
（

42
‐

９
２
１
１
内
線
41
・
49
）

「
児
童
虐
待
防
止
月
間
」

標
語
募
集

県
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
資
格
認
定
共
通
試
験

問

問

善
意
銀
行
（
６
月
分
）

◆

◆

奈
良
県
中
南
和
県
税
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
依
頼
会
員
募
集

なら大和路探訪キャンペーン 2015
～オープニングイベント～

▽日時　９月 20日（日）　午後３時開演

▽場所　市民会館

▽  内容　『水森かおりミニステージ』披露曲「大和路の恋」ほ
か　歌手：水森かおりさん（奈良県観光プロモーション親
善大使・桜井市観光親善大使）　　　　　　　　　

▽定員　1,200 名（応募者多数の場合は抽選）

▽持ち物　入場証（当選した人に送付します）

▽費用　無料

▽  申込方法　往復ハガキ（８月 20日（木）必着）で郵便番号・
住所・氏名・電話番号・同伴者氏名を記入のうえ、〒 633
‐ 0063 大字川合 260- ２商工会館２階市観光協会内「水
森かおり応援隊実行委員会」係まで。

※�１枚につき２名まで記入可。応募はお一人１回のみ。
※抽選結果については後日お知らせします。

▽  申込・問い合わせ先　水森かおり応援隊実行委員会（市観
光協会内） 42‐ 7530

申
問

問
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申＝申込み先　　問＝問い合わせ先　　◎市ホームページ		http://www.city.sakurai.lg.jp/

自
衛
官
募
集

自
衛
官
候
補
生

▽ 

資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

男
女

▽ 

受
付
期
間　
男
子
：
年
間
を
通

じ
て
募
集
、　

女
子
：
８
月
１

日
～
９
月
８
日

▽ 

試
験
日　
男
子
：
受
付
時
に
お

知
ら
せ
、
女
子
：
９
月
27
日

一
般
曹
候
補
生

▽ 

資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

男
女

▽ 

受
付
期
間　
８
月
１
日
～
９
月

８
日

▽ 

試
験
日　
１
次
：
９
月
18
日
・

19
日
（
内
１
日
）、
２
次
：
10

月
８
日
～
14
日
（
内
１
日
）

航
空
学
生

▽ 

資
格　
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳

未
満
の
男
女

▽ 

受
付
期
間　
８
月
１
日
～
９
月

８
日

▽ 

試
験
日　

１
次
：
９
月
23
日
、

２
次
：
10
月
17
日
～
22
日
（
内

１
日
）、
３
次
：
11
月
14
日
～

12
月
17
日
（
内
１
日
）

《 無 料 相 談 コ ー ナ ー 》
相 談 内 容 日 時 場 所 予 約 申 込・ 問 い 合 わ せ 先

中南和法律
相談センター
法律相談

日常お困りの法律問題
（予約面談制）
〈先着 6名・各 30分間〉

毎週火曜日
（祝日は除く）
13：00～ 16：00

市役所
2階
相談室

要
相談日の 1週間前の火曜日の午前 9
時 30 分から電話で奈良弁護士会（
0742‐22‐2035）へ。【市民協働課】

※火曜日以外にも他会場での相談窓口があります。詳しくは奈良弁護士会へ問い合わせてください。

無料
法律相談

弁護士による法律相談
（予約面談制）〈市内在住・
先着 7名・各 25分間〉

８月 13日（木）
13：00～ 16：00

市役所
2階
相談室

要
８月３日（月）午前 8時 30 分以降に
電話で市民協働課市民生活係へ。（
42‐9111内線534）　��【市民協働課】

※無料法律相談は市内在住者で、今までに無料法律相談を受けていない人のみ利用できます。

司法書士に
よる
法律相談

借金問題、土地建物・会社法
人の登記、相続、遺言などの
相談（予約面談制）
〈先着５名・各 40分間〉

①８月 14日（金）
13：00～ 16：20 市役所

2階
相談室

要

①８月４日（火）午前8時30分以降
②８月12日（水）午前8時30分以降
に電話で市民協働課市民生活係へ。
（ 42‐9111内線 534）

【市民協働課】
②８月 27日（木）
13：00～ 16：20

税理士に
よる
税務相談

税金についての相談
（予約面談制）
〈先着 5名・各 30分間〉

８月 19日（水）
13：00～ 16：00

市役所
2階
相談室

要
８月５日（水）午前 8時 30 分以降に
電話で市民協働課市民生活係へ。
（ 42‐9111内線534）【市民協働課】

※�税理士（税理士法人）に依頼されている人は利用できません。

行政書士に
よる
法務相談

営業許可、帰化など身分に関
する事、近隣トラブルなどの
相談（予約面談制）
〈先着 5名・各 40分間〉

８月 28日（金）
13：00～ 16：20

市役所
2階
相談室

要
８月 14 日（金）午前 8 時 30 分以
降に電話で市民協働課市民生活係へ。
（ 42‐ 9111内線 534）

【市民協働課】

消費生活
相談

消費（買物・契約等）・多
重債務などの相談

毎週火・木・金曜日
（祝日は除く）
10：00～ 16：00

市役所 1階
消費生活
相談室

不要
市民協働課市民生活係
（ 42‐ 9111内線 534）

【市民協働課】

行政相談 行政に関する相談 ８月 12日（水）
13：00～ 16：00

市役所 1階
消費生活
相談室

不要
市民協働課市民生活係
（ 42‐ 9111内線 534）

【市民協働課】
※�予約は不要ですが、当日に受付が必要ですので、市民生活係までお越しください。

　　福祉の
『心配ごと相談』

日常生活における様々な悩み
ごとや心配ごとなどの相談

毎週木曜日
10：00～ 15：00

福祉セン
ター分館 不要 相談日には電話相談（ 42‐6804）

も行います。　　　��【社会福祉協議会】

若者自立の
ための相談会

高校中退者・ニート・引き
こもりなどの相談

８月 1日～ 31日
（日・祝日除く）
��9：00～ 18：00

桜井駅南口駅
前エルト桜井

2階
不要 若者サポートステーションやまと

（ 44‐2055）�　　�　【商工振興課】

人権擁護委員
による

『悩みごと相談』
人権に関わる様々な悩みご
と

８月 19日（水）
13：00～ 16：00

市役所 1階
消費生活
相談室

不要
人権施策課人権係
（ 42‐ 9111内線 562）

【人権施策課】

女性相談
女性の様々な問題や悩み
（夫婦・育児・介護・ドメ
スティックバイオレンスな
ど）

８
月
24
日（
月
）

面接相談
12：30～15：00

市役所 1階
消費生活
相談室

要 相談日の午前中までに人権施策課男
女共同参画係へ。
（ 42‐ 9111内線 564）
◎匿名での相談も可。　�【人権施策課】電話相談

10：00～11：30
42‐9111

（内線 564） 不要

下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
で
異
物
混
入
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
下
水
道
へ
油
や
お
む
つ
な
ど
を
流
さ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

コンセントのプラグは
年に１回、掃除しましょう

経済産業省　主唱
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桜
井
市
と
桜
井
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
共
催
の
も
と
に
、
次
の

と
お
り
、
老
人
福
祉
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
奮
っ
て
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。（
入
場
無
料
）

▽
日
時　
８
月
27
日
（
木
）

　
　
　
　
受
付　
午
後
０
時
30
分

　
　
　
　
開
会　
午
後
１
時

▽
場
所　
市
民
会
館

▽ 

内
容　

式
典
お
よ
び
バ
ラ
エ

テ
ィ
シ
ョ
ー

　
　
高
齢
福
祉
課
地
域
包
括
ケ
ア

推
進
係
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

２
８
２・２
７
４
）

「  

楽
し
も
う
！
絵
本
と

こ
と
ば
の
世
界
」

～
日
本
の
絵
本
を
英
語
と

フ
ラ
ン
ス
語
で
聞
く
と
？
～

　
絵
本
の
こ
と
や
、
カ
ナ
ダ
の
こ

と
を
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
さ
ん
か
ら
聞

き
ま
し
ょ
う
。

▽ 

日
時　
８
月
29
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽ 

場
所　
ま
ほ
ろ
ば
セ
ン
タ
ー
第

４
研
修
室

▽ 

講
師　
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
プ
ラ

ン
ト
さ
ん
（
カ
ナ
ダ
出
身
）

▽ 

定
員　
幼
・
小
学
生
30
名
（
小

学
３
年
生
以
下
の
子
ど
も
は
保

護
者
同
伴
）

▽
費
用　
無
料

　
　

行
政
経
営
課
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
２
５
６
）

　
纒
向
学
研
究
セ
ン
タ
ー
職
員
が

纒
向
遺
跡
や
地
元
の
歴
史
を
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

第
１
回
【
纒
向
遺
跡
っ
て
ど
ん
な

所
？
考
古
学
っ
て
な
に
？
】

▽ 
日
時　
９
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

第
２
回
【
纒
向
遺
跡
を
歩
い
て
み

よ
う
！
】

▽ 

日
時　
10
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時　

第
３
回
【
古
代
の
技
術
を
体
験
し

て
み
よ
う
！
】

▽ 

日
時　
11
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

（
共
通
）

▽ 

場
所　
纒
向
学
研
究
セ
ン
タ
ー

（
旧
纒
向
幼
稚
園
内
）
多
目
的
室

▽
対
象　
小
学
校
高
学
年
以
上

▽
定
員　
30
名
（
先
着
順
）

▽
費
用　
無
料

▽ 

申
込
み
方
法　
往
復
ハ
ガ
キ
か

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
記

入
の
う
え
、
纒
向
学
研
究
セ

ン
タ
ー
「
纒
向
考
古
楽
講
座

係
」（
〒
６
３
３
‐
０
０
８
５

大
字
東
田
３
３
９
FAX 
45
‐

０
５
９
０
）
ま
で
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

　
・　
　
纒
向
学
研
究
セ
ン
タ
ー

（

45
‐
０
５
９
０
）

　

視
覚
障
が
い
者
の
た
め
の
朗

読
、
録
音
テ
ー
プ
の
作
り
方
の
講

習
会
で
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▽ 

日
時　
10
月
１
日
、
８
日
、
15

日
、
22
日
、
29
日
（
い
ず
れ
も

木
曜
日
）　
計
５
回

　
午
前
10
時
～
正
午

▽ 

場
所　

中
央
公
民
館
研
修
室　

他
▽ 

講
師　
中
本
和
代
さ
ん
（
草
笛

会
）
お
よ
び
虹
の
会
会
員

▽ 

対
象　

市
内
在
住
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
関
心
が
あ
り
、
音
声

訳
に
興
味
の
あ
る
人

▽
費
用　
無
料

▽ 

申
込
方
法　

９
月
24
日
（
木
）

ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
記
入
し
て
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
FAX 
46
‐
５
０
５
２
）
ま
で
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
録
音
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
虹
の
会　

代
表　
美
並（

42
‐
６
１
１
３
）

※
電
話
で
の
申
込
み
も
可

※ 

録
音
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
虹
の
会
で

は
、
目
の
不
自
由
な
人
の
た
め

に
「
広
報
わ
か
ざ
く
ら
」「
明

日
へ
の
声
」
な
ど
を
録
音
し
た

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
ま
た
は
CD

の
貸
出
を
無
料
で
行
っ
て
い

ま
す
。

▽ 

日
時　
８
月
22
日
（
土
）

・
23
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時　

▽
場
所　
中
央
公
民
館

▽ 

内
容　

22
日
に
は
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。
気
に

な
っ
た
本
は
そ
の
ま
ま
借
り

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ロ
ビ
ー

に
て
一
刀
彫
の
展
示
や
、
23

日
に
は
映
画
の
無
料
上
映
会

を
実
施
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

社
会
教
育
課
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
６
０
８
）

▽
日
時　
８
月
６
日
（
第
１
木
）

　
午
後
０
時
15
分
～
０
時
45
分

▽
場
所　
市
民
会
館
ロ
ビ
ー

▽
内
容　
う
た
い
続
け
て
50
年

▽ 

出
演
者　
鈴
木
靖
夫
さ
ん
（
テ

ノ
ー
ル
独
唱
）

▽
費
用　
無
料

　
　

文
化
を
考
え
る
桜
井
市
民

の
会
（

０
９
０
‐
６
７
５
１
‐

５
７
０
８
）

老
人
福
祉
大
会

録
音
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア養成

講
習
会

◆

◆

夏
休
み	

青
少
年
・
生
涯
学
習

Festa

Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ａ
子
ど
も
セ
ミ
ナ
ー

第
63
回

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

纒
向
考
古
楽
講
座
開
催

認知症カフェ
　認知症の人やその家族がおいしいコーヒーや
お茶を飲みながら心を休めることができる憩い
の場です。今年６月から月に１回開催していま
す。気軽に立ち寄ってください。

▽日時　毎月第４土曜日（10月は第３土曜日）
　　　　午前 10時～午後３時
※時間内は出入り自由です。

▽  対象　認知症の人やその家族、認
知症について関心のある人など

▽場所　北ふれあいセンター分館
　　　　（大字豊田 314‐ 2）

▽内容　カフェ・介護相談等

▽  料金　おひとり 100 円　（飲み物・お菓子代
※飲み物はお代わり自由）

▽  問い合わせ先　高齢福祉課地域包括ケア推進
係（ 42‐ 9111内線 282・274）

※�開催時間中は北ふれあいセンター分館（
47‐ 4350）に問い合わせてください。

問

問

申
問

問

問問



男
女
共
同
参
画
講
演
会

申＝申込み先　　問＝問い合わせ先　　◎市ホームページ		http://www.city.sakurai.lg.jp/

▽
日
時　
８
月
26
日
（
水
）

　
受
付　
午
後
１
時
～

　
開
会　
午
後
１
時
30
分

　
終
了　
午
後
３
時
30
分（
予
定
）

※
入
場
無
料

▽
場
所　
中
央
公
民
館
大
会
議
室

▽ 

テ 

ー 

マ　
お
笑
い
人
権
講
座

「
自
分
の
人
生
、
自
分
が
主
役
」

▽
講
師　
露
の
新
治
さ
ん

　
　

人
権
施
策
課
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
５
６
４
）

　
永
年
、同
一
事
業
所
に
勤
続
し
、

成
績
素
行
共
優
良
で
一
般
の
模
範

と
な
る
人
な
ど
を
表
彰
し
ま
す
。

▽ 

表
彰
日　
11
月
23
日
（
月
）
勤

労
感
謝
の
日

▽ 

対
象　
桜
井
市
商
工
会
社
員
表

彰
規
定
に
該
当
し
、
当
日
必
ず

出
席
で
き
る
人
（
※
審
査
は
理

事
会
で
行
い
ま
す
。）

▽ 

負
担
金　
１
人
３
、０
０
０
円

▽
申
込
期
限　
９
月
３
日
（
木
）

　
　
桜
井
市
商
工
会
（
大
字
川
合

２
６
０
‐
２

43
‐
０
１
３
１　

FAX 
45
‐
２
８
６
４
）

① 

ス
イ
ー
ツ
・
デ
コ
教
室
～
世
界

に
ひ
と
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

ボ
ー
ド
を
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

よ
う
～

▽
日
時　
８
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

▽ 

場
所　
中
央
公
民
館
２
階
研
修

室
２

▽ 

作
品　
名
前
入
り
コ
ル
ク
ボ
ー

ド
（
見
本
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。）

▽ 

対
象　
市
内
の
小
中
学
生
・
高

校
生
ま
た
は
市
内
在
住
・
在
勤

の
人（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

▽
定
員　
20
人
（
先
着
順
）

▽ 
材
料
費　
１
、５
０
０
円
（
申

込
み
時
に
窓
口
へ
）

▽ 

持
ち
物　
汚
れ
て
も
い
い
服
装

ま
た
は
エ
プ
ロ
ン
、
持
ち
帰
り

用
か
ば
ん

▽
申
込
期
間　
８
月
５
日
（
水
）

～
15
日
（
土
）

② 

子
ど
も
囲
碁
教
室 

「
頭
の
ス

ポ
ー
ツ
」〝
囲
碁
〟
で
考
え
る

楽
し
さ
を
身
に
つ
け
よ
う

▽ 

日
時　
９
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽ 

場
所　
中
央
公
民
館
２
階
研
修

室
２

▽ 

講
師　

中
央
公
民
館
ク
ラ
ブ

サ
ー
ク
ル　
桜
井
囲
碁
愛
好
会

▽ 

対
象　
市
内
の
小
中
学
生
・
高

校
生（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

▽
定
員　
10
人
（
先
着
順
）

▽
費
用　
無
料

▽
持
ち
物　
筆
記
用
具

▽
申
込
期
間　
８
月
12
日
（
水
）

～
26
日
（
水
）

③
子
ど
も
和
太
鼓
教
室

▽ 

日
時　
９
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽ 

場
所　
中
央
公
民
館
３
階
大
会

議
室

▽ 

講
師　

中
央
公
民
館
ク
ラ
ブ

サ
ー
ク
ル　
桜
井
楽
鼓
の
会

▽ 

対
象　
市
内
在
住
の
４
歳
～
中

学
生
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
）

▽
定
員　
15
人
（
先
着
順
）

▽
費
用　
無
料

▽ 

申
込
期
間　
８
月
５
日
（
水
）

～
20
日
（
木
）

①
～
③
共
通

▽ 

申
込
方
法　
中
央
公
民
館
窓
口

で
直
接
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※ 

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
受
付
は
し

ま
せ
ん
。

※
月
・
火
曜
日
は
休
館
で
す
。

④ 
ふ
る
さ
と
・
さ
く
ら
い
歴
史
講

座
▽
日
程
・
内
容　
　

・
９
月
５
日
（
土
）　

「
古
代
・
中
世
の
談
山
神
社
の
歴

史
と
文
化
財
に
つ
い
て
知
ろ
う
」

・
10
月
３
日
（
土
）　

「
古
代
・
中
世
の
長
谷
寺
の
歴
史

と
文
化
財
に
つ
い
て
知
ろ
う
」

・
11
月
７
日
（
土
）　

「
長
谷
寺
の
歴
史
と
文
化
財
に

つ
い
て
現
地
で
学
ぶ
」

※ 

長
谷
寺
を
バ
ス
で
訪
ね
ま

す
。（
現
地
散
策
）

・
12
月
５
日
（
土
）

「
古
代
・
中
世
の
大
神
神
社
の
歴

史
と
文
化
財
に
つ
い
て
知
ろ
う
」

▽
時
間　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽ 

場
所　
中
央
公
民
館
２
階
視
聴

覚
室

▽
講
師　
辻
俊
和
さ
ん

▽
対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

▽
定
員　
60
人
（
先
着
順
）

▽
申
込
期
間　
８
月
５
日
（
水
）

～
30
日
（
日
）

▽ 

申
込
方
法　
中
央
公
民
館
窓
口

で
申
込
む
か
、
往
復
ハ
ガ
キ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
『
ふ
る
さ
と・

さ
く
ら
い
歴
史
講
座
申
込
』、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
の
う
え
、
中
央
公
民

館
（
〒
６
３
３
‐
８
５
８
５
大

字
粟
殿
２
０
２
・
Ｅ
メ
ー
ル

kom
in@

city.sakurai.lg.jp

）

ま
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
・　
　
中
央
公
民
館
（

45
‐

０
９
６
５
）

公
民
館
講
座
募
集

優
良
社
員
表
彰

◎日時　10月 18日（日）
　　　　午前 10時 30分～午後 6時（予定）
◎場所　桜井市民会館およびその周辺
　　　　※小雨決行（順延なし）

◆出演者募集！～あなたの一芸、披露してみませんか？～
　ここでしかできない「出会いと語らいのあるまつり」として、市民が一
堂に会する楽しいまつりを目指し、市民のみなさんの出演を広く募集しま
す。演奏やマジック、漫才などなんでもＯＫ！初めて万葉まつりに出演す
る人も大歓迎 !! ぜひ応募してください。

▽
 

 募集期間　７月 31日（金）～ 8月 20日（木）
※�９月上旬に出演者枠の調整をし、申込者には後日連絡します。
　（出演枠数に制限が有り希望に添えない場合があります。）

▽開催時間帯　午前 11時～午後 1時（予定）

▽  申込方法　ＦＡＸまたはハガキで代表者名、連絡先電話番号、出演希望内容、
「希望出演時間（目安は１団体 15分程度）」を記入のうえ、観光まちづく
り課まで。チーム出演の場合は、チーム名、男女別人数も記入してください。

◆当日スタッフ大募集中！
　まつりをお手伝いしてくれるスタッフを募集中です。気軽に実行委員会
事務局に問い合わせてください。

▽  問い合わせ先　大和さくらい万葉まつり実行委員会（事務局窓口：観光
まちづくり課 42‐ 9111内線 342・FAX42‐ 1747）

問問

広報わかざくら　平成27年８月号19

申
問

河
川
の
汚
染
や
浄
化
槽
の
故
障
の
原
因
に
な
る
の
で
、
浄
化
槽
は
１
年
に
１
回
清
掃
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
み
は
清
掃
公
社
（

45
‐
２
０
０
５
）
ま
で
。
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①
桜
井
市
夏
季
大
学

▽
日
時　
８
月
24
日
（
月
）

　
　
　
　
午
後
１
時 

～ 

４
時

※
受
付
は
午
後
0
時
30
分
～　

▽
場
所  

市
立
図
書
館
研
修
室
１ 

▽ 

内
容　
①
【
講
演
】「
三
輪
山
、

巨
大
な
神
座
」
講
師
：
上
野
誠

さ
ん（
奈
良
大
学
文
学
部
教
授
）

② 

【
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
】披
露
曲「
大

和
路
の
恋
」
ほ
か　
歌
手
：
水

森
か
お
り
さ
ん
（
奈
良
県
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
親
善
大
使
・

桜
井
市
観
光
親
善
大
使
）　　
　
　
　
　
　
　
　

▽ 

定
員　
３
０
０
名
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

▽ 

費
用　
資
料
代
等
２
、０
０
０

円

▽ 

申
込
方
法　
８
月
10
日
（
月
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
（
当
日
消

印
有
効
）
で
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
同
伴

者
氏
名
・
夏
季
大
学
参
加
希
望

と
記
入
の
う
え
、
〒
６
３
３
‐

０
０
６
３
大
字
川
合
２
６
０
‐

２
商
工
会
館
２
階
市
観
光
協
会

内
「
桜
井
市
夏
季
大
学
」
係
ま

で
。（
１
枚
に
つ
き
２
名
ま
で

記
入
可
。
応
募
は
一
人
一
回
の

み
。）
抽
選
結
果
に
つ
い
て
は

８
月
20
日
頃
ま
で
に
返
信
ハ
ガ

キ
に
て
送
付
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

 

② 

万
葉
ゆ
か
り
の
地
味う

ま
酒ざ

け
三
輪
の

里
を
歩
く
ハ
イ
キ
ン
グ

　
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
会
の
メ
ン
バ
ー
が
三
輪
の
町
の

隠
れ
た
魅
力
を
ご
案
内
し
ま
す
。

▽
日
程　
８
月
16
日
（
日
）

※
申
込
不
要

▽
集
合
時
刻
・
場
所

　
午
前
９
時
45
分
・
JR
三
輪
駅
前

▽ 

コ
ー
ス
（
約
３
㎞
）　
JR
三
輪

駅 

→ 

大
神
神
社 

→ 

大
美
和

の
杜
展
望
台 

→ 

三
輪
茶
屋
趾

→ 

恵
比
須
神
社 

→ 

古
い
商
家

街
並
み 

→ 

JR
三
輪
駅
（
正
午

頃
解
散
）

▽
費
用　
無
料

　

・　
（
共
通
）　

市
観
光
協
会

（

・
FAX 
42
‐
７
５
３
０
） 

「
脱
サ
ラ
し
て
都
会
か
ら
桜
井
に

農
業
へ
の
転
身
物
語
」　　

▽
日
時　
８
月
29
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時

▽ 

場
所　
桜
井
本
町
通
り
２
丁
目

た
ま
り
場（
旧
マ
エ
ダ
ふ
と
ん
店
）

▽ 
講
師　
難
波
良
寛
さ
ん
（
ほ
っ

こ
り
農
侍
）　

無
農
薬
で
微
生

物
や
雑
草
を
活
か
し
、
不
耕
起

栽
培
で
「
自
然
農
」
に
こ
だ
わ

る
師
匠
と
出
逢
う
。
そ
れ
を

キ
ッ
カ
ケ
に
、
脱
サ
ラ
後
、
神

戸
か
ら
桜
井
へ
移
住
し
、
師
匠

に
弟
子
入
り
。
現
在
修
行
中
。

▽
定
員　
20
名
（
先
着
順
）

▽ 

費
用　
無
料

　
・　
　
電
話
も
し
く
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
、
桜
井
本
町
通
り
２
丁
目

た
ま
り
場
（

45
‐
１
３
２
２
・

Ｅ
メ
ー
ル sakurato@

peace.
ocn.ne.jp

）
ま
で
。

▽ 

日
時　
８
月
23
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

※ 

雨
天
決
行
（
警
報
発
令
時
は
中

止
）

▽ 

場
所　
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
管
理

工
房
棟
前
広
場
お
よ
び
夢
市
場

▽ 

対
象　
小
学
生
（
日
曜
大
工
用

具
持
参
の
う
え
、
保
護
者
同
伴

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

▽ 

費
用　
無
料
（
材
料
は
主
催
者

で
用
意
し
ま
す
。）

※ 

当
日
、
無
料
で
包
丁
研
ぎ
を
行

い
ま
す
。

　
　
奈
良
県
建
築
労
働
協
同
組
合　

桜
井
支
部　

青
年
部　
（

43
‐

３
１
１
０
）

第
12
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▽
日
時　
８
月
11
日
（
火
）　　

　
受
付　
午
後
０
時
30
分
～

　
開
会　
午
後
１
時

　
終
了　
午
後
４
時
（
予
定
）

▽ 
場
所　
か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル　

（
橿
原
市
小
房
町
11
‐
５
）

▽
内
容

○ 

基
調
講
演
『「
同
対
審
」
答
申

50
年
、今
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
』

講
師：奥
田
均
さ
ん（
部
落
解
放
・

人
権
研
究
所
代
表
理
事
、
近
畿

大
学
人
権
問
題
研
究
所
教
授
）

○ 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
個
別
の
人
権

侵
害
の
今
を
斬
る
～「
同
対
審
」

答
申　
50
年
の
軌
跡
～
』

　
　
「
啓
発
連
協
」
事
務
局
（

22
‐
９
６
１
１
）

▽
日
時
・
場
所

① 

８
月
18
日
（
火
）
午
前
９
時

～
正
午
・
県
文
化
会
館
第
３

会
議
室
（
奈
良
市
登
大
路
町

６
‐
２

０
７
４
２
‐
23
‐

８
９
２
１
）

② 

８
月
22
日
（
土
）
午
前
９
時
～

正
午
・
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
２
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー

ム
（
橿
原
市
大
久
保
町
３
２
０

‐
11

26
‐
０
２
３
３
）

▽ 

相
談
対
応
者　

専
門
看
護

師
、
支
部
役
員
（
ピ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
）、
ス
ト
ー
マ
装
具
業
者

（
製
品
を
展
示
）

▽
費
用　
無
料
（
申
込
不
要
）

　
　
（
公
社
）
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会
奈
良
県
支
部
三
田
村
（

 

０
７
４
２
‐
49
‐
１
８
３
９
）

市
観
光
協
会
主
催
事
業

桜
井
本
町
通
・
周
辺
ま
ち
づ

く
り
協
議
会		

活
き
活
き
講
座

第
55
回
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
個

別
相
談
会

毎
月
11
日
は
「
人
権
を
確
か

め
あ
う
日
」
県
民
の
つ
ど
い

◆

◆

木
工
教
室
へ
行
こ
う

子育て合同研修会
「発達の段階を大切にした子育て」

▽日時　９月７日（月）午後７時～９時

▽場所　中央公民館２階視聴覚室

▽講師　島恒生さん（畿央大学教授）

▽定員　90人（応募多数の場合は抽選）

▽  申込期間　８月３日（月）～ 21日（金）〈必
着〉

▽  申込方法　１人１枚のハガキに①子育て合
同研修会申込②住所③氏名④年齢⑤電話番
号を記入のうえ、下記の申込み先へ。申込
締切後、受講票を送付します。電話での申
込みはできません。

※�家庭教育学級を通して参加する人は、申込
みの必要はありません。

▽  申込・問い合わせ先　社会教育課（〒 633
‐ 8585 大字粟殿 202 42‐ 9111 内
線 608）

問

問問

申
問

申
問
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桜
井
宇
陀
サ
ッ
カ
ー
教
室

下
水
道
施
設
見
学
会

～
下
水
道
っ
て
な
あ
に
～

　
県
内
の
４
つ
の
浄
化
セ
ン
タ
ー

で
下
水
道
施
設
の
見
学
会
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
当
日
は
、
金
魚
す

く
い
、ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、

ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
等
の
お
子
様
向
け

イ
ベ
ン
ト
も
行
い
ま
す
。

※ 

参
加
は
無
料
で
す
。
受
付
は
当

日
現
地
に
て
行
い
ま
す
。

※ 

お
子
様
向
け
イ
ベ
ン
ト
の
内
容

は
各
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
宇
陀
川

浄
化
セ
ン
タ
ー
と
吉
野
川
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
お
子
様
向
け
イ
ベ

ン
ト
は
９
月
６
日
の
み
と
な
り

ま
す
。

※ 

団
体
で
の
参
加
の
場
合
は
前
日

ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

日
時　
９
月
５
日
（
土
）
～
６

日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４

時
（
受
付
は
午
後
３
時
ま
で
）

▽ 

場
所　
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
大
和

郡
山
市
額
田
部
南
町
１
６
０

０
７
４
３
‐
56
‐
２
８
３
０
）、

第
二
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
北
葛

城
郡
広
陵
町
萱
野
４
６
０

０
７
４
５
‐
56
‐
３
４
０
０
）、

宇
陀
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
宇

陀
市
榛
原
福
地
28
‐
１

０
７
４
５
‐
82
‐
５
７
２
５
）、

吉
野
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
五

條
市
二
見
５
‐
１
３
１
４

０
７
４
７
‐
22
‐
８
６
３
１
）

▽
日
時　
９
月
12
日
（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

※ 

平
成
27
年
度
の
教
室
時
間
は
、

午
後
の
み
で
す
。

▽ 

場
所　

御
杖
小
学
校
運
動
場

（
御
杖
村
大
字
菅
野
）

※ 

雨
天
の
場
合
は
、
御
杖
小
学

校
体
育
館 

▽ 
対
象　

圏
域
内
（
桜
井
市
・

宇
陀
市
・
曽
爾
村
・
御
杖
村
）

に
住
所
を
有
す
る
４
、５
歳
～

中
学
生
（
サ
ッ
カ
ー
経
験
や

男
・
女
は
問
い
ま
せ
ん
。）

▽
定
員　
60
名
（
先
着
順
）

▽
費
用　
無
料

▽ 

申
込
方
法　
封
書
に

よ
り
（
結
果
連
絡

用
「
官
製
ハ
ガ
キ
」

同
封
の
う
え
）、
桜

井
宇
陀
広
域
連
合

サ
ッ
カ
ー
教
室
係

（
〒
６
３
３
‐
０
１
１
２
大
字

初
瀬
１
６
２
６
‐
１
）
ま
で
。

参
加
申
込
書
お
よ
び
参
加
承

諾
書
は
、
桜
井
宇
陀
広
域
連
合

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

▽ 

申
込
期
限　
９
月
３
日
（
木
） 

　
　

桜
井
宇
陀
広
域
連
合　

サ
ッ
カ
ー
教
室
係
（

47
‐

７
０
７
７
）

芝
運
動
公
園
内
体
育
施
設

閉
場
の
お
知
ら
せ

　

８
月
５
日
（
水
）
～
15
日　
　

（
土
）
ま
で
芝
運
動
公
園
体
育　

施
設
を
夜
間
閉
場
し
ま
す
。

市
民
プ
ー
ル
利
用
の
お
知

ら
せ

　
市
民
プ
ー
ル
は
８
月
23
日（
日
）

を
も
っ
て
閉
場
し
ま
す
。
ま
た
、

８
月
１
日
（
土
）・
７
日
（
金
）

～
11
日
（
火
）
は
行
事
の
た
め
一

般
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

50
ｍ
プ
ー
ル
（
水
深
１
３
０　

㎝
～
１
５
０
㎝
）
は
安
全
管
理　

上
、小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
、　

保
護
者
が
共
に
遊
泳
し
な
い　

場
合
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
イ　

ル
カ
や
シ
ャ
チ
型
等
の
大
型　
　

（
１
ｍ
以
上
）
の
浮
き
具
の
使　

用
は
禁
止
で
す
。

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
）

▽
日
程　
８
月
７
日
（
金
）
～

11
日
（
火
）

▽
場
所　
総
合
体
育
館

※
自
由
に
観
覧
で
き
ま
す
。

【
総
合
体
育
館　

45-

０
６
０
９	http://w

w
w
.net-taikyo.com

】

ス
ポ
ー
ツ
の
コ
ー
ナ
ー

地 域 名 開 催 日 開 催 場 所

初 瀬 ８ 月 １ 日（土） 初瀬小学校運動場

桜　 井 ８ 月 １ 日（土） 昭 和 公 園

織 田 ８ 月 ８ 日（土） 織田小学校運動場

大　 福 ８ 月 ８ 日（土） 大福小学校運動場

朝　 倉 ８ 月 ８ 日（土） 朝倉小学校運動場

三 輪 ８ 月 ８ 日（土） 三輪小学校運動場

纒　 向 ８ 月 ８ 日（土） 纒向小学校運動場

桜 井 南 ８ 月 ８ 日（土） 桜井南小学校玄関前

桜 井 西 ８ 月 ８ 日（土） 桜井西小学校運動場

安 倍 ８ 月 ９ 日（日） 安 倍 史 跡 公 園

城 島 ８月 15 日（土） 城島小学校運動場

上 之 郷 ８月 15 日（土） 上 之 郷 運 動 場

※詳しくは、各地域のポスター・チラシをご覧ください。

軽スポーツと
踊りの夕べ

平成 27 年度社会体育振興事業

軽スポーツと
踊りの夕べ

　地域住民相互のコミュニケーション
をはかると共に、健康で豊かな生活づ
くりや活力ある地域づくりを促進する
ため下表の日程で市内各地域で楽しい
催しが行われます。

問
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おはなし会の案内（当日参加）
　『桜井おはなしの会』や『子ども読

よ
未
み

知
ち

』、職員によるおはなし会を開催しています。　※大人も入場できます
月 日 担 当 時 間 内 容 場 所

８
１日（土） 桜井おはなしの会

午後 3時～ 3時 30分

おはなしや絵本の読み聞
かせなど

おはなしのへや15日（土） 図書館スタッフ 戦争にまつわるおはなし
22日（土） 子ども読未知 絵本の読み聞かせなど

● 新しい本の情報については、図書館内の配布資料やホームページでも見ることができます。
☆ お願い　次に読みたい人が待っている場合もありますので、本の返却期限は必ず守ってください。

期限を過ぎても返却がない場合、貸出停止になることがあります。みなさんのご理解とご協力をお願いします。
◎今月の休館日は、毎週火曜日と第２金曜日（14 日）です。

【図書館 44‐ 2600　ホームページアドレス http://www.library.sakurai.nara.jp】

図 書 館 か ら の お 知 ら せ
●ブックラリー　～みんなで動物園を作ろう～
　８月 31 日（月）まで、「どくしょのきろく」をお
渡しします。みなさん、たくさん本を読んで図書館に
あるおりがみ動物園の動物たちをどんどん増やして
いってください。かわいい動物たちが待っています。

●夏休みには図書館へ！
　夏休みはいかがお過ごしでしょうか？勉強に集中し
たい人、自由研究の資料を探したい人、図書館をぜひ
有効活用してください。「YA（ヤングアダルト）コー
ナー」横に中高生に読んでほしい本を、また貸出カウ
ンター横にも感想文向けの本を展示しています。

　前回に続き、今後の男女共同参画社会実現のための基礎材料とするために平成 25年
12月に実施した桜井市男女共同参画に関する意識調査結果を報告します。
◆回答いただいたその結果の一つを紹介します。
　「家庭内の役割分担について」

№ 36 桜井市男女共同参画に関する意識調査結果より（６）

家庭内の役割分担の負担感が高かった上位 4項目の〔理想〕と〔現状〕をみると、〔生活費の確保〕の〔理想〕では
男女ともに「主に夫」が 5割、「夫婦共同」が 4割以上とそれぞれ高くなっているものの、〔現状〕では「主に夫」が
男女ともに 6割前後と高くなっている。また、〔食事の支度〕の〔現状〕では約 9割が「主に妻」の役割となっているが、
〔理想〕では男性で約 4割、女性で 5割が「夫婦共同」と答えている。

問　日常的な家庭内の役割分担の〔理想〕と〔現状〕をお答えください。
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〈生活費の確保〉

【人権施策課】

〈お年寄り、病人の世話・介護〉

〈地域活動への参加や近所とのつきあい〉 〈食事の支度〉
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「粗大ごみを再利用！リサイクルフェア」
　６月の環境月間の一環として、第11回リサイクルフェ
アを桜井市グリーンパークで開催しました。リサイクル
フェアの目的は、現代の生活様式を見直し、資源循環型
社会を実現することであり、ごみの発生抑制・再利用・
再生利用の３Ｒを呼びかけました。
　会場には自転車や家具計 50 点を展示しました。これ
らの展示品は、市内から出された粗大ごみを手直しして
使えるようにしたものです。展示品は最終日に抽選を行
い、市内在住の希望者に引き渡されました。
　

「認知症カフェで交流の輪」
　桜井北ふれあいセンター分館で、認知症の人が社会と
関わりを持ち、家族や認知症に関心のある人が情報交換
を行うための認知症カフェを開きました。
　参加者はコーヒーやお茶を飲みながら会話を楽しみ、
健康体操をして体を動かしました。帰る際、「一人で生
活しているので、いろんな人とお話しできて楽しかった」

「あまり外出をしないので、気軽に訪れることができる
場所ができたのは嬉しい」との声がありました。
　認知症カフェは６月から月に１回開催しています。

「差別をなくす市民集会を開催」
　差別をなくす市民集会を市民会館で開催しました。あ
いにくの雨でしたが 700 名近い市民が参加し、一龍斎
春水さんの話に聞き入りました。
　今年は、「生きること、生かされること」と題して、
病気で四肢を失いながらも、明治から昭和の時代をたく
ましく生きた中村久子さんについての講談でした。
　参加者からは「子育ての参考になった」「中村久子さ
んの生き方に感動した。良かった」などの感想が寄せら
れました。

「災害に備え、避難訓練を実施」
　奈良県地震防災の日に一斉地震行動（シェイクアウト）
訓練が県内各地で行われ、桜井市役所でも職員および来
庁者が訓練に参加しました。
　午前 10 時 30 分に地震を伝える庁内放送が流れ、一
斉に身を守る行動をとりました。その後、本庁４階から
斜降式救助袋を使って避難する訓練と、水消火器での消
火訓練を行いました。
　参加者は、もしものときに備えて真剣な表情で訓練に
取り組みました。

6/27

7/4

ＮＥＷＳ❀✿✿

6/15～21

7/9
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桜井市ホームページアドレス　http://www.city.sakurai.lg.jp

◇市民の動き◇　平成 27年６月 30日現在（前月比）
〈人口		59,273 人 (-28)〉〈男		28,233 人 (-14)〉〈女		31,040 人 (-14)〉〈世帯数		24,465 世帯 (- ５)〉
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